
部名称 課名称 事業名称
令和3年度
要求額
（千円）

令和3年度
最終査定額
（千円）

頁

土木部 建設総務課 道路等通報システム開発保守管理 1,659 1,659 1

土木部 土木監理課 道路橋りょう維持 1,985,985 1,975,485 2

土木部 土木監理課 道路照明灯ＬＥＤ更新事業 37,000 37,000 3

土木部 土木監理課 泉北ニュータウン街路樹更新事業 40,000 40,000 4

土木部 土木監理課 道路構造物アセットマネジメント事業 244,300 206,714 5

土木部 土木監理課 一般道路新設改良（地域整備事務所） 46,000 46,000 6

土木部 土木監理課 交通安全施設設置（地域整備事務所） 403,720 333,720 7

土木部 土木監理課 舗装補修 908,952 898,952 8

土木部 土木監理課 舗装補修マネジメント事業 911,800 911,800 9

土木部 土木監理課 泉北ニュータウン道路舗装更新事業 218,364 218,364 10

土木部 土木監理課 道路掘さく跡復旧 54,270 54,270 11

土木部 土木監理課 河川水路維持（地域整備事務所） 8,666 8,666 12

土木部 河川水路課 内川排水機場維持管理 76,144 76,144 13

土木部 河川水路課 河川水路維持（河川水路課） 95,734 91,796 14

土木部 河川水路課 一般河川改良 299,700 252,700 15

土木部 河川水路課 水環境改善整備 5,500 1,000 16

土木部 河川水路課 一般水路改良 53,600 53,600 17

ニュータウン地域再生
室

近隣センター再生事業 78,562 78,562 18

ニュータウン地域再生
室

泉北ニュータウン住宅供給・活用推進事業 5,068 5,068 19

ニュータウン地域再生
室

泉北ニュータウン居住魅力向上事業 11,076 11,076 20

道路部 道路計画課 事故危険箇所対策検討ほか業務 14,000 9,000 21

道路部 道路計画課 阪神高速道路（株）の事業に対する出資金 77,000 77,000 22

その他事業一覧



部名称 課名称 事業名称
令和3年度
要求額
（千円）

令和3年度
最終査定額
（千円）

頁

その他事業一覧

道路部 道路計画課 諏訪森神野線（延伸） 88,775 88,775 23

道路部 道路計画課 南花田鳳西町線（金岡・白鷺地区） 222,440 222,440 24

道路部 道路計画課 新家日置荘線（延伸） 154,580 151,580 25

道路部 道路計画課 錦浜寺南町線 25,400 10,815 26

道路部 道路計画課 草尾南野田線 42,005 42,005 27

道路部 道路計画課 大阪河内長野線（南余部・北野田地区） 6,900 6,900 28

道路部 道路計画課 出島百舌鳥線 167,994 167,994 29

道路部 道路計画課 大阪河内長野線（八下地区） 33,524 31,024 30

道路部 道路計画課 大阪和泉泉南線（南陵町交差点） 16,660 16,160 31

道路部 道路計画課 大阪河内長野線（北野田地区） 7,525 7,025 32

道路部 道路計画課 常磐浜寺線 127,470 127,470 33

道路部 道路計画課 諏訪森神野線（浜寺地区） 8,800 850 34

道路部 道路計画課 大和川線周辺整備事業 77,063 77,063 35

道路部 道路整備課 直轄国道負担金 404,000 404,000 36

道路部 道路整備課 橋りょう長寿命化修繕 1,542,371 1,542,371 37

道路部 道路整備課 一般道路新設改良（道路整備課） 245,136 221,991 38

道路部 道路整備課 橋りょう耐震強化 1,000,000 1,000,000 39

道路部 道路整備課 無電柱化推進事業（道路整備課） 15,000 10,000 40

道路部 道路整備課 交通安全施設設置（道路整備課） 91,535 76,675 41

道路部 連続立体推進課 南海本線連続立体交差事業 1,870,928 1,870,928 42

道路部 連続立体推進課 南海高野線連続立体交差事業 93,847 84,447 43

公園緑地部 公園監理課 堺市緑の基本計画改定事業
0

（債務負担のみ）
0

（債務負担のみ）
44



部名称 課名称 事業名称
令和3年度
要求額
（千円）

令和3年度
最終査定額
（千円）

頁

その他事業一覧

公園緑地部 公園監理課 公園施設管理事業（公民連携） 276,268 265,371 45

公園緑地部 公園監理課 公園施設管理事業 1,431,673 1,391,973 46

公園緑地部 公園監理課 大仙公園魅力向上事業 343,413 164,373 47

公園緑地部 公園監理課 公園施設長寿命化等事業 744,390 724,290 48

公園緑地部 公園監理課 都市緑化センター運営事業 60,958 60,958 49

公園緑地部 公園監理課 緑の政策審議会 978 922 50

公園緑地部 公園監理課 里山みどりの保全事業 16,122 15,114 51

公園緑地部 公園監理課 花と緑の育成事業 113,589 109,389 52

公園緑地部 公園監理課 都市公園整備事業 213,490 94,240 53

公園緑地部 公園監理課 大仙公園整備事業 16,968 16,968 54

公園緑地部 公園監理課 原池公園事業 664,599 664,599 55

公園緑地部 公園監理課 天神公園事業 395,255 165,449 56

公園緑地部 公園監理課 霊園・霊堂維持管理事業 351,806 351,806 57

自転車まちづくり部 自転車企画推進課 交通安全教育及び普及・啓発 28,202 26,582 58

自転車まちづくり部 自転車企画推進課 コミュニティサイクル事業 64,101 59,939 59

自転車まちづくり部 自転車企画推進課 自転車まちづくり企画運営事業 4,920 4,920 60

自転車まちづくり部 自転車環境整備課 自転車通行環境整備事業 130,998 118,998 61

自転車まちづくり部 自転車対策事務所 放置自転車撤去保管業務 149,871 133,988 62

自転車まちづくり部 自転車対策事務所 有料自転車等駐車場管理運営業務 36,641 36,641 63



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　

サービス（保守管理）の継続

　R　～　R

保守管理委託料等

合計 2,244 1,659

関連事業：

その他　特記事項

H３１．１月～R元.６月
局職員を対象に試行を実施
Ｒ２．４月　公募の実施
Ｒ２．７月　契約
Ｒ２．９月　一般公開

サービス（保守管理）の継
続

スケジュール（経過及び今後展開）

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・建設総務課

1,659

令和2年度予算額

0

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

2,244
事業名 道路等通報システム開発保守管理

道路等通報システム関連経費

事業

概要

令和2年度に導入した、LINE公式アカウントを用いた「道路等
通報システム」の保守管理等を行う。

現在、土木及び公園の各事務所への電話等による苦情・要望が地
域整備事務所9,000件／年、公園事務所1,400件／年あり、また、市
政の提案箱（市民の声共有システム）についても件数が多く、全庁
的に多くの割合を占めるものである。
本事業は、道路・公園における対象施設の不具合をLINEを通じて市
民等より情報提供いただくシステムを構築し、通報ツールの拡充及
び対応のスピード化を図るものである。
【対象施設】
道路関係（舗装、照明灯、U字バリカー等）の不具合について
公園関係（園路、公園施設〔トイレや遊具等〕、緑道等）の不具合に
ついて

「道路等通報システム」の運用に伴う、保守管理等に要する
経費について、予算要求を行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

2,244 1,659

1



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

道路の清掃や除草、街路樹の管理、
道路上にある土木施設の維持・管理・
修繕等を行う。単価契約や随契工事
等により早期に補修・復旧を行い、通
行の安全を確保する。

　R　～　R

道路施設等維持管理委託料

383,525

合計 2,049,568 1,985,985

関連事業：

その他　特記事項

・道路の清掃や除草、街路樹の管理、
道路上にある土木施設の維持・管理・
修繕等を行う。単価契約や随契工事
等により早期に補修・復旧を行い、通
行の安全を確保する。
・道路照明灯安定期PCB含有安定器
処分

道路の清掃や除草、街路樹の管
理、道路上にある土木施設の維
持・管理・修繕等を行う。単価契約
や随契工事等により早期に補修・
復旧を行い、通行の安全を確保す
る。

スケジュール（経過及び今後展開）

： 建設局・土木監理課

1,985,985

令和2年度予算額

354,650

2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

2,231,273

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

2,049,568
事業名 道路橋りょう維持

道路清掃・街路樹管理等

道路照明灯光熱水費等

事業

概要

安全・安心で快適に通行できる道路機能を確保する。

道路の清掃や除草、街路樹の管理、道路上にある土木施設
の維持・管理・修繕等を行う。単価契約や随契工事等により
早期に補修・復旧を行い、通行の安全を確保する。

道路の清掃や除草、街路樹の管理、道路上にある土木施設
の維持・管理・修繕等を行う。単価契約や随契工事等により
早期に補修・復旧を行い、通行の安全を確保する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

（単位：千円）

債務負担行為
要求額（千円）

道路整備工事等

道路維持修繕料等

1,149,068

162,325

道路照明灯光熱水費等

道路整備等工事

道路照明灯修繕料等313,023

1,096,985

259,260

316,717

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　

2



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・北部管内の市道について、リース方
式でLED化を実施

　R　～　R

過年度リース分（6,100灯）及びR3年度新規約850灯

合計 189,650 37,000

関連事業：

その他　特記事項

・H29～R2北部、南部、西部管内幹線
道路について、リース方式でLED化を
実施
・緊急交通路LED化工事を実施

・市内全域の市道について、道路
照明灯のLED化を早期に実施

スケジュール（経過及び今後展開）

160,000

189,650

新規ＬＥＤ賃貸借契約に伴う既存灯具の産業廃棄物処理業務

緊急交通路LED化工事（中百舌鳥地下道他）0

35,000

2,000

期間

委託費

工事費

27,650

2,000

： 建設局・土木監理課

37,000

令和2年度予算額

28,126

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

事業名 道路照明灯ＬＥＤ更新事業

賃貸借費

事業

概要

交通安全施設である道路照明灯をLED化することにより、道
路利用者の安全性を向上するとともに、消費電力の低減やラ
ンニングコストを抑えることによる維持管理経費の縮減を図
る。また、CO2の排出量削減による低炭素化・省エネルギー
化の実現に貢献する。

市道の道路照明灯約9,200灯を対象に、令和3年度以降、既
存の道路照明灯（水銀灯やナトリウム灯）と比べて消費電力
が小さく製品寿命が長いという特性があるLED灯に10年間の
リース方式で早期に更新を実施。
（R3年度　北部管内　市道　約850灯導入予定）

幹線道路のLED化はR2年度に完了しており、導入費用の縮
減効果や消費電力の低減効果を確認していることから、引き
続き、市道のLED化に着手する。R3年度は、北部管内の市道
約850灯で導入する。LED化は、リース方式で導入する。

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

債務負担行為
要求額（千円）

基本計画
　施策番号

5-(3) 　 　

3



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

債務負担行為
要求額（千円）

36,000 40,000

事業名 泉北ニュータウン街路樹更新事業

工事請負費等

事業

概要

泉北ニュータウンにおいて、街路樹は風格ある街並を形成する上で重要な役
割を担っている。しかし、街開きから概ね50年が経過し、現在では街路樹が
老大木化し、倒木の危険性や通行障害、景観機能の低下等が見られる。とり
わけ倒木は市民生活・経済活動を脅かす要因となっており、早急な対応が求
められている。泉北ニュータウンの再生に向けた本市の取り組みに合わせ、
街路樹更新計画を策定し、維持管理経費の低減・平準化を図るとともに、泉
北ニュータウン再生指針に方向づけられる街並形成を担う街路樹の役割を維
持しつつ、街路樹の更新を行い、市民・道路利用者の安全・安心や魅力ある
道路空間を確保する。

Ｈ２８年度　街路樹更新計画の策定

Ｈ２９年度以降　　更新工事の実施
　　概算　約８０路線　対象本数 約６，０００本　（約２０年）

計画的かつ早期に街路樹の更新を行うため策定された街路
樹更新計画に基づき、更新工事を実施する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・土木監理課

40,000

令和2年度予算額

33,661

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

36,000

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 36,000 40,000

その他　特記事項

更新工事 更新工事

スケジュール（経過及び今後展開）

更新工事

　R～　R

赤坂台２０号線ほか街路樹更新工事等

基本計画
　施策番号

4-(5) 5-(3) 　 　

4



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・国の要領に基づく点検及び補
修・更新工事を実施
・都市基盤施設維持管理データ
ベースシステム活用

　R　～　R

補修・更新工事

合計 218,960 244,300

関連事業：

その他　特記事項

・国の要領に基づく点検及び補
修・更新工事を実施、各道路施
設ごとに維持管理方針を定めた
個別施設計画を策定

・国の要領に基づく点検及び
補修・更新工事を実施
・都市基盤施設維持管理デー
タベースシステム活用

スケジュール（経過及び今後展開）

500

600

300

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・土木監理課

244,300

令和2年度予算額

143,498

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

218,960
事業名 道路構造物アセットマネジメント事業

工事費

使用料及び賃借料

事業

概要

　堺市公共施設等総合管理計画及び平成26年度道路法改
正に伴う法定点検に基づき、道路構造物等について予防保
全型の点検・診断・措置（補修・更新）・記録の実施によるメン
テナンスサイクルを構築し、将来にわたる維持管理費を縮
減・平準化を図りながら、市民の安全・安心を確保する。

・計画的な道路の維持管理を行うため、道路を構成する構造物等（ボックスカ
ルバート、案内標識等）について個別施設計画に基づき、点検・診断・措置
（補修・更新）・記録のメンテナンスサイクルを実施する。
・点検・調査対象施設と進捗率（R3年度実施数/全数：R3年度末累計進捗率）
　路面下空洞調査　（60/326km：82%）
　照明施設点検（2,280/15,978基：83%）
　大型カルバート点検（6/6箇所：100%）
　道路防災点検   　（41/41箇所：100%）
　遮音壁等点検（3/6箇所：100%）
・補修対象施設と進捗率（R3年度実施数/全数：R3年度末累計進捗率）
　路面下空洞補修　（20/124箇所：59%)
　道路照明灯更新　（100/686基：75%）
※調査・補修対象施設数は点検結果により増減する場合がある

　路面下空洞調査、大型カルバート点検、遮音壁等点検は国
の交付金を活用し、道路照明灯の更新は30%の交付税措置
のある公共施設等適正管理推進事業債（R3年度までの時限
措置）を活用するなど、財政負担の軽減を図りながら効率的
な維持管理を実施する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

役務費

委託費

負担金

129,000

88,560

タブレットへのライセンス登録料

タブレットの通信費等

点検業務等

都市基盤施設維持管理データベースシステム負担金300

111,000

132,000

100

900

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　

府道河内長野美原線道路改
良工事ほかに取組む。

　R　～　R

道路整備工事ほか

合計 22,700 46,000

関連事業：

その他　特記事項

下田5号線ほか道路改良事
業に取組む。

危険度や利便性など整備
の必要性を考慮しながら、
施工可能な箇所から順次
改良していく。

スケジュール（経過及び今後展開）

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・土木監理課

46,000

令和2年度予算額

91,714

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

22,700
事業名 一般道路新設改良（地域整備事務所）

道路改良工事

事業

概要

市民生活に密着している市道の拡幅改良などを推進し、道路
の安全性、利便性の向上を図り、市民の安全・安心の確保等
に努める。

車両や歩行者等の安全な通行と利便性向上のため、狭あい
な道路については、道路擁壁の改良や道路と縦断的に隣接
している水路の暗渠化など、道路の拡幅改良を行う。

危険度など整備の必要性を考慮しながら、交通利便性のさら
なる向上につなげる。
・府道河内長野美原線道路改良工事ほか

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

道路改良測量設計等

17,700

5,000 測量・設計等

35,000

11,000

6



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　

・交通安全施設の更新及び
新設等事業の継続実施
・案内標識の更新
（百舌鳥古墳群誘導等）

　R　～　R

案内標識等整備工事、百舌鳥古墳群誘導案内標識更新工事

合計 524,836 403,720

関連事業：事故ピンマップ作成ほか業務

その他　特記事項

・交通安全施設の更新及び
新設等事業の継続実施
・案内標識の更新
（百舌鳥古墳群誘導等）

・交通安全施設の更新及
び新設等事業の継続実施
・案内標識の更新

スケジュール（経過及び今後展開）

151,616

42,780

11,240

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・土木監理課

403,720

令和2年度予算額

429,099

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

524,836
事業名 交通安全施設設置（地域整備事務所）

案内標識整備・更新等

設計委託等

事業

概要

道路の交通安全施設を充実及び更新し、国府道及び市道に
おける交通安全対策を、道路区域内において実施する。

生活道路としての利用や、通勤通学路として市民の生活に密
着した歩道の整備や改良工事を行う。　また、道路照明や転
落防止柵等の安全施設を充実し、道路の安全性及び快適性
の向上に努める。

・百舌鳥古墳群誘導案内標識更新工事
　（最優先に必要なものN=8ケ所）
・案内標識等整備工事
・府道大阪狭山線（現）歩道改良工事
・御池台32号線ほか道路整備工事ほか

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

原材料費等

歩道改良等

交通安全施設設置等

93,000

226,200

交通安全施設設計等業務

交通安全喚起看板等

府道大阪狭山線（現）歩道改良工事ほか

交通安全施設修繕ほか工事(単契)ほか66,671

73,700

225,500

28,280

9,569

7



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：舗装補修マネジメント、泉北NT道路舗装更新

舗装補修の継続実施

　R3～　R4

20,000

2,225

14,000
債務負担行為

舗装道補修及び復旧工事(単価契約)等

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 649,646 908,952

その他　特記事項

舗装補修の継続実施 舗装補修の継続実施

スケジュール（経過及び今後展開）

： 建設局・土木監理課

908,952

令和2年度予算額

517,414

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

649,646
事業名 舗装補修

舗装補修工事等

工事の材料等

事業

概要

　既設道路の舗装の老朽化や大型車の通過に伴い、舗装の
ひびわれ、わだち等損傷箇所の補修・復旧を緊急的に行い、
安全・安心な道路空間を確保する。
　補助金を交付することにより、公共性の高い私道等の整備
を促し、市民の通行環境向上に寄与する。

　国府道及び市道における舗装の損傷箇所について、単価
契約や随契工事等により緊急的に補修・復旧を行い、道路の
安全・安心を確保する。
 　公共性の高い私道等について、沿道住民が整備工事を行
うことに補助金を交付する。

一般交通の支障となっている国府道及び市道の緊急的な舗
装補修を、単価契約及び随契工事等により早期に補修・復旧
を行う。
・府道深井畑山宿院線舗装補修工事
・三原台2号線ほか歩道舗装補修ほか工事
・畑下里線道路舗装補修ほか工事
・中百舌鳥駅前北側広場ほか舗装更新工事　ほか

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間 要求額（千円）

舗装補修測量設計等

私道等整備工事補助金等

608,421

19,000 舗装補修設計委託等

私道等整備工事補助金等20,000

882,029

5,100

1,823

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

計画に基づき、舗装補修工事を
実施。ＦＷＤ調査、道路詳細設計
等を実施。

　R　～　R

出島旭ヶ丘線ほか

合計 1,162,000 911,800

その他　特記事項

計画に基づく舗装補修の実施。
H22,27,R2：路面性状調査、計画策
定
H29：堺市舗装維持管理計画策定

計画に基づき、舗装補修工事
を実施。ＦＷＤ調査、道路詳細
設計等を実施。

スケジュール（経過及び今後展開）

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・土木監理課

911,800

令和2年度予算額

647,848

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

1,162,000
事業名 舗装補修マネジメント事業

工事請負費等

事業

概要

　道路の舗装は今後急速に老朽化が進むことが予想され、
維持管理費の増大が懸念される。このため、路面性状調査
による点検結果を基に計画的な舗装補修を行うことで、舗装
の長寿命化や補修費用の縮減、平準化等を図りながら、舗
装を健全な状態に保つことにより市民の安全・安心を確保す
る。

　計画対象路線において路面性状調査の結果に基づき、計画的な
舗装補修工事を行う。
○舗装補修工事の実施
　対象路線は緊急交通路を含めた10路線である。また、事業費には
防災・安全交付金及び交付税措置がある公共事業等適正管理推進
事業債等を活用する。
○調査業務等
　補修する舗装の層厚を決定するためのFWD調査及び詳細設計を
実施する。
○効果
　打換えなどの大規模な補修を行う前に、予防保全型の事業推進を
行うことで、30年間で約106億円の維持管理費削減を見込む。

　路面性状調査の結果及び堺市舗装維持管理計画を踏ま
え、劣化が進行している箇所の舗装補修に要する予算を要
求する。昨年度実施した5年に一度の路面性状調査の結果を
踏まえ、舗装維持管理計画を見直し、舗装補修マネジメント
を推進する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

関連事業：舗装補修、泉北NT道路舗装更新

債務負担行為
要求額（千円）

委託料等

1,035,000

127,000 FWD調査、測量・設計ほか

851,000

60,800

期間

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：道路掘さく跡復旧、舗装補修、舗装補修ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

・地区幹線道路約2.4km、生
活道路約2.6kmについて舗装
更新を実施

　R3～　R4

・地区幹線道路L=約2.4km

41,921108,134 ・占用者復旧に伴う負担金L=約3.6km

合計 293,518 218,364

その他　特記事項

・地区幹線道路約18.2km、生
活道路約23.8kmについて舗
装更新を実施

・地区幹線道路約4km/
年、生活道路約6km/年を
目標に舗装更新を実施

スケジュール（経過及び今後展開）

25,000

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

130,000

： 建設局・土木監理課

218,364

令和2年度予算額

313,095

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

293,518
事業名 泉北ニュータウン道路舗装更新事業

工事請負費等

事業

概要

　泉北ニュータウンは、昭和42年のまちびらきから概ね50年
が経過し、泉北ニュータウン内の道路は一斉に老朽化が進
行している。
　泉北ニュータウンの再生に向けた本市の取り組みに合わ
せ、計画的に道路舗装の更新を行うことで健全な路面の状
態を保ち、安全・安心な道路空間の創出を図る。

　泉北ニュータウン内の地区幹線道路（約80㎞）と生活道路
（約120㎞）を対象に、老朽化の状況等を踏まえ計画的に道
路舗装の更新を行う。
※生活道路の対象については、泉北ニュータウン内の生活
道路約190㎞から道路舗装が概ね健全な区間を除いたもの
を想定
＜地区幹線道路＞
　・主にバス等が通行する路線や歩道がある路線など、道路
幅員が概ね6m以上の道路
＜生活道路＞
・主に道路幅員が6m未満の住宅地内の道路

　道路舗装の老朽化が進行している地区幹線道路約2.4㎞、
生活道路約2.6㎞について、舗装更新を実施する。

負担金等

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

委託料等

160,384

・舗装補修詳細設計業務L=約2.0km

・道路舗装路面性状調査業務L=50km

・生活道路L=約2.6km

・道路測量業務L=約1.0km24,500

151,943

基本計画
　施策番号

4-(5) 5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：泉北ニュータウン道路舗装更新

占用工事と連携し、舗装補修
等の実施

　R～　R
債務負担行為

・泉北NT地区内道路ほかL=約3.5km

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 65,144 54,270

その他　特記事項

占用工事と連携し、舗装補修
等の実施

占用工事と連携し、舗装
補修等の実施

スケジュール（経過及び今後展開）

： 建設局・土木監理課

54,270

令和2年度予算額

50,664

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

65,144
事業名 道路掘さく跡復旧

上下水道局等が行う泉北NT

事業

概要

占用事業者と連携を図り、占用工事の影響範囲を含め道路
の舗装や側溝等の補修を一体的に行い、道路の安全・安心
を確保する。

舗装等の老朽化が進んでいる道路で実施されている占用工
事後の舗装復旧に合せ、道路の舗装・側溝などの補修を一
体的に行う。

泉北ニュータウン等で実施されている占用工事と連携し、道
路掘さく跡復旧を行うことで、不要な掘さくをなくし、市民の利
便性向上につなげる。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間 要求額（千円）

舗装工事等の復旧工事

65,144 54,270

基本計画
　施策番号
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

　 　

河川・水路・在来管の正常な
流水機能維持、河川等の安
全対策及び環境保全

　R　～　R

河川水路整備等工事

合計 10,248 8,666

関連事業：河川水路維持（河川水路課）

その他　特記事項

河川・水路・在来管の正常な
流水機能維持、河川等の安
全対策及び環境保全

河川・水路・在来管の正常
な流水機能維持、河川等
の安全対策及び環境保全

スケジュール（経過及び今後展開）

2,000

1,168

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・土木監理課

8,666

令和2年度予算額

15,702

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

10,248
事業名 河川水路維持(地域整備事務所)

河川水路整備工事等

原材料費等

事業

概要

河川管理施設等を良好な状態に保つことにより、市民が河川
に親しむことのできる潤いのある水辺空間を維持することを
目的とする。

河川・水路・在来管の正常な流水機能維持のため、浚渫、損
傷個所の補修等を行う。
また、河川等の安全対策及び環境を保全するために、転落
防止柵設置や危険防止・河川美化啓発・ごみ等の回収撤去
処分等を行う。

河川管理施設を良好な状態に保つよう維持・修繕を行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

河川水路維持修繕料等

河川水路除草・浚せつ等

5,080

2,000

安全喚起看板等

河川施設安全柵修繕等

河川水路清掃等1,700

3,880

1,920

1,166
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

　施策番号
　 　

基本計画

債務負担行為
要求額（千円）

設備管理保守点検等

耐震等対策

43,800

9,880

0

48,600

7,544

事業名 内川排水機場維持管理

運転管理ほか業務

排水機場設備更新整備工事等

事業

概要

　二級河川内川の河口部にある内川排水機場には、満潮等
の水門閉鎖時における雨水を排水するためのポンプ施設が
設置されている。当施設において、正常なポンプ運転操作が
できる状態に維持することを目的とする。

・設備更新整備工事について、内川排水機場は設置から35
年以上が経過していることから、長寿命化計画に基づき、機
器の整備及び更新を行い、施設の延命化を図る。
・排水機場の適切な維持管理を行うために必要な施設の点
検や運転管理に関する費用などが必要となる。
【設置年度】　昭和60年度
【設備内容】　ポンプ３台、発電機１台、除塵機３台ほか
【排水能力】　１号ポンプ：120m3/min（φ1000mm）
　　　　　　　　 ２号ポンプ：390m3/min（φ1650mm）
　　　　　　　　 ３号ポンプ：390m3/min（φ1650mm）

・設備更新整備工事については、冷却水ポンプの整備にか
かる工事費を要求する。財源には防災安全交付金を活用す
る。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局   河川水路課

76,144

令和2年度予算額

71,146

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

218,680

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

120,000

45,000 20,000

合計 218,680 76,144

関連事業：

その他　特記事項

・蓄電池更新工事
・耐震補強工事

監視装置制御設備等の更新
工事（予定）

スケジュール（経過及び今後展開）

冷却水ポンプ整備工事

　R　～　R
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

河川管理施設維持管理、管
理河川点検業務、薬剤散布
の実施,土居川海水導水ポン
プ点検業務

　R２　～　R３

3,123

3,900

6,500

11,550

9,520

土地購入費等

3,398

1,000

下水再生水送水事業費負担金等

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

管理河川点検業務・除草、剪定、
浚渫、清掃、薬剤散布業務等

合計 92,873 95,734

関連事業：

その他　特記事項

河川管理施設維持管理、河川維
持管理計画策定業務、河川カル
テ作成業務、管理河川点検業
務、薬剤散布の実施、土居川海
水導水ポンプ点検業務の実施

河川管理施設維持管理、
管理河川点検業務、薬剤
散布の実施、土居川海水
導水ポンプ点検業務

スケジュール（経過及び今後展開）

： 建設局  河川水路課

95,734

令和2年度予算額

88,066

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

92,873
事業名 河川水路維持（河川水路課）

委託料

修繕料

事業

概要

管理河川及び水路において、適正な管理を行うことにより、
施設の所要の機能を確保するとともに安全で快適な環境を
整えることを目的とする。

・管理河川において、樹木剪定、除草、清掃、浚渫等を行う。
・河川管理施設等の点検を実施する。

・管理河川の維持管理業務は、高木・低木の樹木剪定や除
草・清掃を行う業務、河川や水路の浚渫業務および河川や水
路で発生するユスリカを抑制するための薬剤散布業務につ
いて委託料を要求する。
・河川管理施設点検は、二級河川（内川・内川放水路）につ
いて河川施設等の点検業務の委託料を要求する。

事務費他

公有財産購入費

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

光熱水費

工事請負費

67,800

河川施設補修等修繕

河川敷等電気・水道使用料

河川施設整備等工事6,451

70,385

3,000

11,500

基本計画
　施策番号
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

　施策番号
5-(1) 　 　

基本計画

・狭間川：改修工事の実施（予定）
・百舌鳥川：改修工事の実施（予定）
・各管理河川：実施設計、補修工事の実施
・西野（１）地区：　測量、ボーリング調査、実
施設計の助成

　R３　～　R８

0

13,400

150,000

75,000

8,800

工事費及び設計等委託料

工事費及び設計等委託料

1,200

4,500

負担金

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 593,700 299,700

関連事業：

その他　特記事項

・狭間川：改修工事の実施
・百舌鳥川：改修工事の実施
・各管理河川：実施設計、補修工事の実施

・狭間川：改修工事の実施（予定）
・百舌鳥川：改修工事の実施（予定）
・各管理河川：実施設計、補修工事の実
施
・西野（１）地区：急傾斜地崩壊防止工事
の助成

スケジュール（経過及び今後展開）

48,000

： 建設局   河川水路課

299,700

令和2年度予算額

317,995

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

593,700
事業名 一般河川改良

狭間川改修事業関連

河床・護岸補修等

事業

概要

〇河川氾濫などの自然災害から市民の生命や財産を守るた
め、管理河川における治水安全度の向上を図るとともに、既
設護岸等の老朽化対策などを行い、河川管理施設の適正化
を図ることを目的とする。
○大阪府が実施する急傾斜地崩壊防止事業に対して、本市
が受益者負担金を助成し、円滑に事業を進め、安全・安心な
まちづくりを進めることを目的とする。

〇一級河川狭間川及び準用河川百舌鳥川において、時間雨
量50ミリ程度の降雨を安全に流下させることを治水目標とし、
河川改修事業を進める。
〇各管理河川において、これまでの点検・評定に基づき、予
防保全対策として、河床・護岸などの補修を計画的に実施す
る。
○急傾斜地崩壊危険区域内の自然がけに対し、大阪府が急
傾斜地の崩壊を防止する工事を行う事業であり、本市が受
益者負担金を助成することにより市内のがけ対策工事の実
施を促進する。

〇一級河川狭間川および準用河川百舌鳥川において、改修工事に
必要な事業費を要求する。
〇各管理河川において、点検結果に基づき順次補修が必要な箇所
について工事に必要な事業費を要求する。
〇西野（１）地区において、急傾斜地の崩壊による災害の防止に関
する法律に基づく事業を大阪府が実施するにあたり、堺市急傾斜地
崩壊防止工事負担金助成要綱に基づき負担金を要求する。

西野（１）地区急傾斜地崩壊防止工事負担金助成

管理用通路改良等

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

浸水想定区域図関連

百舌鳥川改修事業関連

光竜寺川改修事業関連

213,500

133,000

工事費及び設計等委託料

浸水想定区域図作成

工事費及び設計等委託料

工事費0

137,000

28,000

129,000

0
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

水質・底質調査

　R　～　R

水質（２２地点）・底質（５地点）

合計 5,500 5,500

関連事業：

その他　特記事項

１８年度海水導水基本設計
１９年度海水導水実施設計
２０～２２年度海水導水事業
２３年度導水開始

水質・底質調査

スケジュール（経過及び今後展開）

項目

期間

： 建設局　河川水路課

5,500

令和2年度予算額

3,278

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

5,500

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

事業名 水環境改善整備

内川水系水質等調査等

事業

概要

　内川水系の水環境改善基本計画である「仁徳陵・内川水環
境再生プラン」に基づき、健全な水環境を基本とした良好な
水環境の実現を目指す。

　土居川において、時期的に生じている悪臭や黒濁化を解消
するため、出島漁港から土居川海水導水事業を平成２０年度
に着手し、平成２３年度より導水を開始した。その結果、水質
は概ね改善したが、底質の改善には至っていない。底質は水
質に影響を及ぼすことから、持続的な水質確保のため、経過
観測を行って水質及び底質の状況を把握する。

　水質が確保されることにより、都市における良好な水辺空
間を創出し、市民及び市を訪れる人々に潤いと安らぎを与え
る。

事業費（千円）

主な要求内容

基本計画

債務負担行為
要求額（千円）

5,500 5,500

　施策番号
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・鉢ヶ峯寺雨水管整備工事にかかる下水道
整備負担金（予定）
・青南台１丁目ほか雨水施設整備事業にか
かる実施設計（予定）

　R　～　R

工事費及び設計委託料

合計 26,000 53,600

関連事業：

その他　特記事項

・鉢ヶ峯寺雨水管整備実施設計にかかる下
水道整備負担金

・青南台１丁目ほか雨水施設整備工事
の実施（予定）

スケジュール（経過及び今後展開）

項目

期間

： 建設局   河川水路課

53,600

令和2年度予算額

7,100

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

26,000

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

事業名 一般水路改良

鉢ヶ峯寺雨水管整備事業

事業

概要

○下水道雨水告示区域外における浸水被害を解消し、降雨
時における治水安全度の向上を図ることを目的とする。

○南区鉢ヶ峯寺における雨水管整備事業を下水道部との協
定に基づき、負担金を用いて実施する。
○美原区青南台において、浸水被害の解消を図るため、雨
水管整備を実施する。

○南区鉢ヶ峯寺において、下水道部との協定に基づき、雨水
管整備にかかる工事負担金を要求する。
〇美原区青南台において、雨水管整備の実施設計に係る委
託料を要求する。

事業費（千円）

主な要求内容

基本計画

債務負担行為
要求額（千円）

青南台１丁目ほか雨水施設整備事業

12,000

14,000 設計委託料

44,000

9,600

　施策番号
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 令和３年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

みんなの審査会対象外
関連事業： 泉北ニュータウン住宅供給・活用推進事業

泉北ニュータウン駅前再編整備事業
泉北ニュータウン居住魅力向上事業

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣、近隣センター活用支援補助、公共施設再整備検討等33,561

37,038

（単位：千円）

26,764

51,798

2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 70,599 78,562

関連事業：

その他　特記事項

・オープンスペース（全15地区）の引継ぎに
向けて地元調整を全地区で実施
※引継ぎ済地区：11地区（R2.10現在）
・各近隣センターの活性化に向けた取組を
支援
※3地区の地元組織に補助金を支出（R1.10
現在）

・各近隣センターの取組を支援し、あわ
せて様々な事業者との意見交換を引き
続き行う。
・各近隣センターの再生に向けた地元組
織による計画づくりへの補助を実施。
・全15地区の引継ぎを完了し、管理運営
を行う。

スケジュール（経過及び今後展開）

・各近隣センターの再生に向けた地元組織
による計画づくりへの補助を実施
・引継ぎを受けた近隣センターの維持管理を
行う
・オープンスペース等の再整備を実施

　～

　

維持管理、補修調査設計、引継のための鑑定手数料等

：建設局・ニュータウン地域再生室

78,562

令和2年度予算額

16,344

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

70,599
事業名 近隣センター再生事業

近隣センター再生

近隣センター引継・維持管理

事業

概要

　泉北ニュータウンにおいて、日々の暮らしを支えている近隣
センターを住区の特性に応じた賑わいづくりと一体となった地
域コミュニティの核として機能再編を行い、住民の方の利便
性の向上を図る。

○近隣センターの再生
・まちづくりの機運醸成を図るため、まちづくりに関するアドバイザー
（専門家）の派遣
・地域住民、商店主等で構成された近隣センター再生のための地元
組織が行う構想づくり、計画づくりに係る費用の補助
・近隣センターオープンスペースを含む公共施設再整備の検討
○近隣センター内オープンスペースの引継ぎ及び管理運営
・大阪府都市整備推進センター（旧・大阪府タウン管理財団）が所有
するオープンスペースについて、当財団との調整が完了し、近隣セ
ンター地権者等の合意が得られた地区から順次引継ぎ、管理運営
を実施

・各近隣センター内の公共施設部分の再整備方針を検討し、
協議を行うことで、更なる地元まちづくりの機運醸成を図り、
近隣センターの再生を推進する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

　
債務負担行為

要求額（千円）期間

基本計画
　施策番号

4-(5) 　 　 　
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 令和３年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業

基本計画
　施策番号

4-(5) 　 　 　

住戸リノベーションに対する補助金8,500

731

（単位：千円）

835

3,500

733

0

2年度予算

合計 19,066 5,068

その他　特記事項

　公的賃貸住宅住戸リノベー
ション事業、団地コンバージョ
ン事業を実施。

　これまで実施した事業の
効果を勘案し、若年層の
定住促進に向けて、更な
る効果的な施策を実施。

スケジュール（経過及び今後展開）

みんなの審査会対象外
近隣センター再生事業

　若年層を泉北ニュータウン
に誘引するため、住戸リノ
ベーション促進事業、戸建て
空家支援事業を実施。

　～

　

835

セミナー相談会実施経費等
泉北ニュータウン再生府市等協議会運営費分担金

： 建設局・ニュータウン地域再生室

5,068

令和2年度予算額

59,738

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

19,066
事業名 泉北ニュータウン住宅供給・活用推進事業

住戸リノベーション促進事業

団地コンバージョン事業補助金

戸建て空家支援事業
泉北ニュータウン再生府市等連携協議会等への負担金

事業

概要

 公的賃貸住宅のリノベーション等の推進や戸建て住宅ストッ
ク活用促進に係る取組を実施することで、泉北ニュータウン
への若年層の誘引を図る。

○住戸リノベーション促進事業
　泉北ニュータウン内の公的賃貸住宅において、UR都市機構及び
大阪府住宅供給公社が実施する若年層が魅力を感じるようなリノ
ベーション（住戸改修）に要する費用の一部を補助
○戸建て空家支援事業
　空家所有者や空家予備軍を対象として、空家セミナー・相談会を
実施
〇泉北ニュータウン再生府市等連携協議会
　構成団体：堺市、大阪府、大阪府住宅供給公社、UR都市再生機
構、南海電気鉄道株式会社
　　堺市と大阪府が同額の協議会運営費を負担している。

　・泉ヶ丘エリア、栂・美木多エリアを中心に、公的賃貸住宅i住戸リ
ノベーションを実施することにより若年層の誘引につながる魅力あ
る団地空間を生み出す。なお、財政状況に鑑み、補助対象住戸の
戸数を減らしたうえで要求を行う。
　団地コンバージョン事業は終了△9,000千円、泉北ニュータウン住
まいアシスト事業はR2年度より住宅まちづくり課へ移管

事業費（千円）

主な要求内容

　
債務負担行為

要求額（千円）期間

泉北ニュータウン駅前再編整備事業
泉北ニュータウン居住魅力向上事業

3年度要求額 内容・積算等

9,000

項目
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 令和３年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業

委員謝礼、指針改訂支援業務

職住一致・近接ライフスタイルの訴求、啓発

4,995

4,881

（単位：千円）

6,000

1,635

3,386

55

2年度予算

合計 13,158 11,076

その他　特記事項

・泉北ニュータウン再生指針
の改訂の取組作業を行って
いる。

これまで実施した事業の効果
を勘案し、泉北ニュータウンの
居住魅力の向上・発信に向け
て、更なる効果的な施策を実
施。

スケジュール（経過及び今後展開）

みんなの審査会対象外
近隣センター再生事業

・泉北ニュータウン再生指針の改
訂。
・泉北ニュータウンの居住魅力の
向上・発信に関する施策を展開。

　～

　

2,500

リモートワーク環境発信、移住来街機運醸成

施設改善等

：建設局・ニュータウン地域再生室

11,076

令和2年度予算額

38,242

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

13,158
事業名 泉北ニュータウン居住魅力向上事業

泉北ニュータウン再生指針の改訂

職住一致・近接ライフスタイル促進事業

若年層向け泉北ニュータウンプロモーション事業

旧泉北すえむら資料館の活用事業

事業

概要

泉北ニュータウンの居住魅力の向上を図るとともに、泉北
ニュータウンの魅力を広く発信することで、若年層を中心とし
た泉北ニュータウンに住みたい・働きたい・訪れたいと思う人
を増やしていく。

○泉北ニュータウン再生指針の改定
○若年層向け泉北ニュータウンプロモーション事業
　泉北ニュータウンに住みたい・働きたい・訪れたいと思う若
年層誘引の機運を醸成するためのプロモーションを実施
○旧泉北すえむら資料館及び旧高倉台西小学校の活用
　民間活力を活用し、泉ヶ丘駅前地域の活性化に向けた新た
な賑わい拠点や教育拠点等を創出

・泉北ニュータウン再生指針を改定し、今後10年間の取組み
方針を定める。
・泉北ニュータウンに住みたい・働きたい・訪れたいと思う人を
増やすため新たな拠点のプロモーションを強化するなど、泉
北ニュータウンにおける居住魅力の発信や、リモートワーク
環境の発信強化を行う。

事業費（千円）

主な要求内容

　
債務負担行為

要求額（千円）期間

泉北ニュータウン住宅供給・活用促進事業
泉北ニュータウン駅前再編整備事業

3年度要求額 内容・積算等

782

項目

基本計画
　施策番号

4-(5) 　 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

道路・街路交通情勢等調査
交通安全施設設置（地域整備事務所）

債務負担行為
要求額（千円）

2,500 14,000

事業名 事故危険箇所対策検討ほか業務

委託料

事業

概要

国より指定された事故危険箇所の対策は、国の社会資本整
備重点計画の重点施策であり、道路管理者と公安委員会が
連携の上、交通事故対策に取り組むこととされている。本事
業において、対策案の検討、対策後の効果評価を行うことに
よって、効果的かつ効率的に交通安全事業を進めることを目
的とし、交通環境の改善や交通事故の削減を図る。

事故危険箇所の対策検討及び、毎年更新される事故データ
を基に対策後の効果評価を行う。

新事故危険箇所の基礎データの整理・分析と、交通事故抑
止対策を検討・立案する。また、第４次事故危険箇所の効果
評価を行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・道路計画課

14,000

令和2年度予算額

1,705

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

2,500

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 2,500 14,000

関連事業：

その他　特記事項

第4次事故危険箇所の対策
実施及び効果評価

新事故危険箇所の対策実
施及び効果評価

スケジュール（経過及び今後展開）

新事故危険箇所対策検討及
び第４次事故危険箇所の効
果評価

　R　～　R

新事故危険箇所対策検討
第4次事故危険箇所対策効果評価

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

3年度要求額 内容・積算等

合計 104,000 77,000

その他　特記事項

H16年度　道路関係四公団民営化関係4法
整備
H17年度　関係法に基づき当該機構および
阪神高速道路(株)の設立
H18年度　政令市移行および出資開始

事業の継続実施

スケジュール（経過及び今後展開）

事業の継続実施

　R　～　R

： 建設局・道路計画課

77,000

令和2年度予算額

481,000

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

104,000
事業名 阪神高速道路㈱の事業に対する出資金

阪神高速道路出資金

事業

概要

(独)日本高速道路保有・債務返済機構へ出資を行い、関西
圏の都市活動や市民生活を支える基幹ネットワークである阪
神高速道路の整備を推進することを目的とする。

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法に基づ
き、（独）日本高速道路保有機構・債務返済機構に対して、大
阪圏域における阪神高速道路の新築若しくは改築に要する
費用に充てる資金の一部として出資する。

阪神高速道路株式会社の大阪圏域における新築・改築事業
について出資を行い、関西圏の都市活動や市民生活を支え
る基幹ネットワークである阪神高速道路の整備を推進する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

阪神高速道路株式会社の大阪圏
域における事業に基づき算出。事
業費について、国と地方公共団体
（大阪府・大阪市・堺市）で１：１で
出資。堺市は地方公共団体分の１
/3を出資。

関連事業：　大和川線周辺整備事業

104,000 77,000

（単位：千円）
2年度予算

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】 事業区間　西区宮下町～西区神野町

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・供用開始に伴う周辺道路等
の整備工事
・用地取得
・丈量測量

　R　～　R

周辺道路整備工事

合計 100,440 88,775

関連事業：

その他　特記事項

・JR立体交差工事
・排水用発電機設置工事
・道路築造工事
・道路供用開始（予定）

スケジュール（経過及び今後展開）

14,500

5,940

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・道路計画課

88,775

令和2年度予算額

1,394,736

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

100,440
事業名 諏訪森神野線（延伸）

工事費

その他事務経費

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機能、防災空間、ライフライ
ンの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、整備を推進する。本路線の整備は、現在、交通の支
障となっているJR阪和線との立体交差部を改良しボトルネックを解消することで、円滑な交通を確保し、
周辺の生活道路への通過交通の流入を抑制するとともに、緊急車両の通行及び災害時の避難路とし
て救急、救援活動を支援する機能を高める。
　また、本路線の周辺地域は、狭隘道路が多く住宅が密集しており、地区内で発生した火災が市街地
大火に拡大する危険性がたかいことから、本路線の整備により、火災時の延焼遮断機能の強化や災
害時の避難路機能の強化を図るものである。

路線延長　Ｌ=1,050ｍ　　(約1,000ｍは供用済)
道路幅員　W=18m
車線数　2車線
JR立体交差　1か所

○排水用発電機設置工事、
　道路築造工事
○用地測量
○用地買収等

供用開始に伴う、周辺道路等の整備工事の実施。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

79,400

600

電柱等移設負担金、光熱水費他、印紙代

物件調査、丈量測量

A=15㎡、特別会計繰入金58,865

15,000

2,800

12,110

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

450

27,200

印紙代

道路詳細設計、用地測量、支障物件調査

A=1,532m2112,000

150

110,000

290

事業名 南花田鳳西町線(金岡・白鷺地区)

工事費

その他事務経費

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機能、防災空間、ライフライ
ンの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、整備を推進する。
　本路線は、常磐浜寺線とともに本市の環状軸として、道路ネットワークを形成するうえで重要な幹線
道路であるが、一部未整備区間があることから、十分に機能が発揮されていない。未整備区間の整備
を行い、常磐浜寺線の渋滞等の交通環境の改善を図るとともに、物流の効率化などを促進する。
　また、本路線の周辺地域は、狭隘道路が多く住宅が密集しており、地区内で発生した火災が市街地
大火に拡大する危険性が高くなることから、本路線の整備により、火災時の延焼遮断機能の強化や災
害時の避難路機能の強化を図る。

事業区間　北区金岡町
　　　　　　　　～中区新家町
路線延長　L=1,850m
道路幅員　W=22m～45m
車線数　4車線
道路規格　4種1級

○用地買収
○用地測量
○物件調査等

　計画的な事業推進を図るため、道路詳細設計並びに用地
買収を推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・道路計画課

222,440

令和2年度予算額

1,999,549

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

519,610

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

287,000

491,500

460

合計 519,610 222,440

関連事業：

その他　特記事項

・平成23年　道路予備設計業
務の実施
・平成26年度事業認可取得
・用地買収

・道路詳細設計
・用地買収

スケジュール（経過及び今後展開）

・用地買収
・道路詳細設計
・用地測量
・物件調査

　R3　～　R4

管理用地整備工事
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・道路築造工事
・用地買収
・道路供用開始予定

　R　～　R

道路築造工事（駅前広場等）

合計 189,740 154,580

関連事業：

その他　特記事項

・道路築造工事の実施
・用地買収

・供用開始に伴う周辺道
路整備

スケジュール（経過及び今後展開）

91,300

4,740

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・道路計画課

154,580

令和2年度予算額

82,576

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

189,740
事業名 新家日置荘線(延伸)

工事費

その他事務経費

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機
能、防災空間、ライフラインの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、
整備を推進する。
　本路線は、国道310号と南海高野線初芝駅とを東西に接続する地区幹線道
路であり、鉄道によって分断されている駅西周辺地区から駅へのアクセス機
能の向上と、駅東側に集中している駅利用者の交通混雑の緩和を図る。

事業区間　東区野尻町～東区日置荘西町

路線延長　L=389m
駅前交通広場A=3,300㎡
道路幅員　W=16m
車線数　2車線
道路規格　4種2級

○用地買収
○道路築造工事
○用地測量等

令和3年度の道路供用開始に向け、引き続き用地買収と道
路築造工事を推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

92,000

1,700

電柱移設負担金、手数料他

丈量測量

A=185㎡ 61,000

88,000

200

5,380

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　

・橋梁予備設計
・道路築造工事
・用地測量

　R　～　R

道路築造工事

合計 520,777 25,400

関連事業：

その他　特記事項

・平成12年 用地買収着手
・平成16年 都市計画変更（4
車線→2車線）
・用地再取得

・橋梁詳細設計
・道路築造工事

スケジュール（経過及び今後展開）

503,023

44

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・道路計画課

25,400

令和2年度予算額

157,837

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

520,777
事業名 錦浜寺南町線

工事費

その他事務経費

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機
能、防災空間、ライフラインの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、
整備を推進する。
 本路線の周辺地域の生活道路は、幹線道路への抜け道としての利用が多
く、歩行者等の安全な通行に支障をきたしている。本路線の整備により、道路
ネットワーク機能を強化することで、生活道路への通過交通の流入を抑制し、
安全性の確保を図る。また、路線周辺は、津波避難対象地域に指定されてお
り、災害時の避難路として整備し、防災性の向上を図る。

事業区間　西区浜寺石津町東～西区浜寺船尾町西
全体路線延長　Ｌ=400ｍ
道路幅員　W=25m
車線数 2車線
道路規格 4種2級
橋梁　1橋（橋長56.0m）

〇用地復元測量
○用地再取得

　計画的な事業推進を図るため、橋梁予備設計並びに道路
築造工事を推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

17,410

300 橋梁予備設計、用地測量他
0

10,000

15,400

0
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　

・道路築造工事
・支障物件調査他
・用地買収

　R　～　R

道路築造工事（進入路整備工事）

合計 28,407 42,005

関連事業：

その他　特記事項

・平成14年　用地買収着手
・平成23年　一部区間暫定供用
・平成26年5月　事業認可取得

・用地測量
・支障物件調査
・道路築造工事

スケジュール（経過及び今後展開）

14,967

340

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・道路計画課

42,005

令和2年度予算額

47,745

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

28,407
事業名 草尾南野田線

工事費

その他事務経費

事業

概要

都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、通行機
能、ライフラインの収容空間、防災空間としての機能を有し、同法に基づき、
整備を推進する。
　本路線は、南海高野線北野田駅へのアクセス機能の向上を図るとともに、
緊急車両の通行及び災害時の避難路として、救急、救援活動を支援する機
能の向上を図る。また、駅、学校等の公共施設が多くある当該地域における
歩行空間の安全性の確保を図る。

事業区間　東区草尾
　　　　　　　　～東区西野
路線延長　L＝723m
道路幅員　W=18m
車線数　2車線
道路規格　4種2級

○用地買収
○用地測量
○道路詳細設計等

　計画的な事業推進を図るため、支障物件調査、用地買収
並びに道路築造工事を推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

2,300

10,800

印紙

支障物件調査、丈量測量他

137m220,655

17,000

4,300

50

北野田駅
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

27,000

0 丈量測量
0

6,500

400

0

事業名 大阪河内長野線(南余部・北野田地区)

工事費

その他事務経費

事業

概要

都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機能、防災空
間、ライフラインの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、整備を推進する。
　府道大阪狭山線は、本市東部を南北に貫く主要な幹線道路であるが、慢性的な交通
渋滞と現道幅員が十分でないため、歩行者の安全性の確保が課題となっている。本路
線の整備を進めることで、大阪狭山線の渋滞緩和と歩行者の安全性の確保を図る。
　また、当該地周辺の道路は、幅員が狭く、延焼遮断機能や避難路機能が脆弱であり、
住宅も密集していることから、地区内で発生した火災が市街地大火に拡大する危険性が
高くなることから、本路線の整備により、火災時の延焼遮断機能の強化や災害時の避難
路機能の強化を図る。

事業区間　美原区南余部
　　　　　　　　　　～東区北野田
全体路線延長　L=500m
道路幅員　W=35m
車線数　4車線
道路規格　4種1級
橋梁　1橋(橋長23.4m)
○交通安全施設設置工事

道路供用開始に伴う、周辺道路整備工事を推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・道路計画課

6,900

令和2年度予算額

190,118

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

27,565

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

0

565

合計 27,565 6,900

関連事業：

その他　特記事項

・平成18年　大阪府から事業引継
・平成24年　事業認可取得
・平成25年　道路築造工事着手
・平成29年　橋梁工事　完了
・令和2年　　供用開始

スケジュール（経過及び今後展開）

・道路供用開始に伴う道路工
事

　R　～　R

管理用地整備工事、階段設置工事
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・道路詳細外設計
・支障物件調査他
・用地買収
・仮設通路整備工事ほか

　R3　～　R4

仮設通路整備工事、駐輪場移設工事

合計 33,655 167,994

関連事業：　大仙公園整備事業

その他　特記事項

・平成28年度　事業認可取得
・令和元年度　世界文化遺産
登録
・用地買収着手

・支障物件調査
・用地買収
・道路築造工事

スケジュール（経過及び今後展開）

0

600

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

5,000

： 建設局・道路計画課

167,994

令和2年度予算額

238,579

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

33,655
事業名 出島百舌鳥線

工事費

その他事務経費

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機
能、防災空間、ライフラインの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、
整備を推進する。
　今後、JR百舌鳥駅周辺は百舌鳥古墳群等の来訪者の増加が見込まれるこ
とから、関係部局と連携しつつ、本路線と大仙公園を一体的に整備を行い、
来訪者の利便性や快適性の向上を図る。

事業区間　堺区百舌鳥夕雲町～北区百舌鳥赤畑町
路線延長　L=450ｍ
道路幅員　W=16ｍ　2車線
駅前広場　A=2,460㎡
踏切改良　1か所
○用地測量等
○用地買収
〇道路詳細設計

　計画的な事業推進を図るため道路詳細外設計を行うととも
に、支障物件調査並び用地測量の実施を行い、用地買収を
推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

3,655

29,400

印紙

道路詳細外設計、支障物件調査、用地測量他

直買A=349㎡105,580

10,000

52,374

40

基本計画
　施策番号

1-(1) 5-(1) 5-(2) 　

仁徳天皇陵古墳

大仙公園
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

・支障物件調査
・電線共同溝詳細設計
・用地買収
・道路築造工事他

　R　～　R

道路築造工事,管理用地整備工事

合計 313,685 33,524

関連事業：

その他　特記事項

・土地調査の実施
・物件調査の実施
・用地買収

・用地買収
・道路築造工事

スケジュール（経過及び今後展開）

266,000

380

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・道路計画課

33,524

令和2年度予算額

29,370

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

313,685
事業名 大阪河内長野線（八下地区）

工事費

その他事務経費

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機能、防災
空間、ライフラインの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、整備を推進する。
　本未整備区間は、慢性的な渋滞が発生し、かつ十分な歩行者空間が確保されていな
い。このことから本区間の整備により、渋滞の緩和や交通環境の改善などの事業効果
の早期発現をめざす。
また、当該地周辺の道路は、幅員が狭く、延焼遮断機能や避難路機能が脆弱であり、住
宅も密集していることから、地区内で発生した火災が市街地大火に拡大する危険性が高
くなることから、本路線の整備により、火災時の延焼遮断機能の強化や災害時の避難路
機能の強化を図る。

事業区間　東区八下町
路線延長　L=220m
道路幅員　W=35m
車線数　２車線
道路規格　4種1級

○用地買収
○物件調査等
〇道路築造工事

 計画的な事業推進を図るため、支障物件調査並びに用地買
収を推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

4,500

42,805

印紙

電線共同溝詳細設計、支障物件調査他

A=224㎡8,064

5,500

19,800

160

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

750

5,300

印紙

支障物件調査,丈量測量

A=30㎡8,000

1,000

7,600

60

事業名 大阪和泉泉南線(南陵町交差点)

工事費

その他事務経費

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機
能、防災空間、ライフラインの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、
整備を推進する。南陵町交差点は、京阪神圏渋滞ボトルネック対策協議会の
主要渋滞箇所に選定されており、平日朝夕の通勤時間帯を中心に慢性的な
渋滞が発生しているとともに、渋滞が起因と考えられる事故も多数発生して
いる。
　そこで、都市計画道路大阪和泉泉南線の短区間を整備することにより、渋
滞緩和や交通事故の発生抑止等の事業効果の早期発現をめざす。

事業区間　Ｌ＝２００ｍ
道路幅員　Ｗ＝２２ｍ

○物件調査
○用地買収

計画的な事業推進を図るため、支障物件調査並びに用地買
収を推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・道路計画課

16,660

令和2年度予算額

2,749

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

91,210

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

5,000

85,000

160

合計 91,210 16,660

関連事業：

その他　特記事項

・道路予備設計　L=200m
・交差点予備設計　N=1箇所
・現地測量
・事業認可取得

・支障物件調査
・用地買収
・道路詳細外設計

スケジュール（経過及び今後展開）

・支障物件調査他
・用地買収

　R3　～　R4

管理用地整備工事

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　

南陵町交差点
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　

・用地測量
・支障物件調査
・丈量測量

　R　～　R

管理用地整備工事

合計 10,860 7,525

関連事業：

その他　特記事項

・道路概略検討の実施及び
事業手法の検討
・道路予備設計の実施
・事業認可取得

・支障物件調査
・用地測量
・用地買収

スケジュール（経過及び今後展開）

0

160

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・道路計画課

7,525

令和2年度予算額

0

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

10,860
事業名 大阪河内長野線（北野田地区）

工事費

その他事務経費

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機能、防災
空間、ライフラインの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、整備を推進する。
　本路線は、市の東部地域を南北に貫き、大阪市及び大阪狭山市に接続する重要な幹
線路線である。この路線の整備により、国道３０９号や府道大阪狭山線の慢性的な渋滞
緩和を図る。また、火災時の延焼遮断帯の軸となり、かつ地域緊急交通路や広域緊急
交通路の代替性や多重性を発揮するなど、防災性の向上を図る。

事業区間　東区北野田
路線延長　L=650m
道路幅員　W=35m
車線数　4車線
道路規格　4種1級

○用地買収
○用地測量等

計画的な事業推進を図るため、用地測量並びに支障物件調
査を推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

調査測量等

事業用地費等

900

9,800

印紙

支障物件調査、用地測量他
0

600

6,895

30

事業区間
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　

・支障物件調査
・用地測量
・用地買収

　R3　～　R4

管理用地整備工事

合計 560,340 127,470

関連事業：南海本線連続立体交差事業

その他　特記事項

・27～28年度　道路予備設計の
実施
・30年度　都市計画変更、事業認
可取得

・支障物件調査
・用地買収
・道路築造工事

スケジュール（経過及び今後展開）

545,440

1,500

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

5,000

： 建設局・道路計画課

127,470

令和2年度予算額

140,123

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

560,340
事業名 常磐浜寺線

管理用地整備工事

その他事務経費

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機
能、防災空間、ライフラインの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、
整備を推進する。
　本路線は、本市の環状軸を形成する主要な幹線道路である。本事業区間
は、南海本線連続立体交差事業と一体的な整備を行うことにより、道路の
ネットワーク機能が向上し、円滑な交通の確保、交通事故の抑制などが見込
める。また、津波避難対象地域における避難路の役割を担う路線であるた
め、地域の防災性向上にも寄与する。

事業区間　西区浜寺昭和町～西区浜寺諏訪森町西
路線延長　L=500m
道路幅員　W=29m
車線数　　 4車線
道路規格　4種1級

○用地買収
○調査測量等

　計画的な事業推進を図るため、用地測量並びに物件調査
を実施し、用地買収を推進。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

境界確定測量、支障物件調査他

事業用地費

200

13,200

印紙代

支障物件調査、用地測量他

A=370m2106,600

200

20,590

80
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

南海本線連続立体交差事業

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

電線共同溝予備設計

事業施行周知看板設置

300

設計延長L=1,200m

看板設置3か所1,000

7,800

事業名 諏訪森神野線（浜寺地区）

事業認可図書作成支援

事業

概要

　都市計画道路は、都市計画法に定められた都市施設の一つであり、交通機
能、防災空間、ライフラインの収容空間としての機能を有し、同法に基づき、
整備を推進する。
　本路線は、（都）下石津泉ヶ丘線、（都）常磐浜寺線を補完する路線であり、
本事業区間は南海本線連続立体交差事業と合わせて整備を行うことにより、
道路のネットワーク機能が向上し、円滑な交通の確保、交通事故の抑制など
が見込まれる。また地震等の災害時における、市街地大火への拡大を抑制
する延焼遮断機能の強化や、津波避難対象地域内の避難路機能の向上に
寄与する。

事業区間　西区浜寺船尾町西～西区浜寺諏訪森町西
路線延長　L=600m
道路幅員　W=18m
車線数　　2車線

堺市無電柱化推進計画（R2.8）に基づき「防災・安全」に資す
る都市計画道路における無電柱化の予備設計を行う。
都市計画事業認可の公告後に必要となる、事業施行周知の
ための措置を行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・道路計画課

8,800

令和2年度予算額

4,301

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

300

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 300 8,800

関連事業：

その他　特記事項

・27～28年度　道路概略設計の
実施
・29～30年度　関係者協議等
・1～2年度　道路予備設計の実
施

・測量、用地取得
・関係者協議等

スケジュール（経過及び今後展開）

・電線共同溝予備設計の実
施
・事業認可取得
・権利者説明会の実施

　R　～　R
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

西除川河川復旧工事（阪神高速道路(株)施工）

要求額（千円）

その他

防災関連施設復旧工事

防災関連施設設計業務

設計等負担金

その他（管理用地整備工事等）

（仮称）防災関連施設（遠里小野地区）復旧工事

（仮称）防災関連施設（東浅香山地区）設計業務5,100

30,000

30,800

8,183

2,980

事業名 大和川線周辺整備事業

道路改良等工事

設計等負担金

事業

概要

　阪神高速道路大和川線は令和２年３月に全線供用を迎え
ている。
　現在、大和川線周辺において実施されている河川復旧工
事（阪神高速道路(株)施工）や高規格堤防工事（国施工）等
にあわせて、堺市が整備・復旧する必要がある道路工事等
について実施する。

○阪神高速道路(株)が実施する西除川河川復旧工事・常磐
黒土線復旧工事にあわせて、既設歩道の復旧及び歩道拡幅
部の整備を行う。
○阪神高速道路大和川線の常磐西出入口と府道大阪高石
線の合流部について、植樹帯の撤去等の歩道改良工事を行
う。
○阪神高速道路(株)が実施する西除川河川復旧工事や、国
が実施する高規格堤防工事により移転が必要となった防災
関連施設（水防倉庫）について復旧工事を行う。

阪神高速道路大和川線が令和２年３月に全線開通を迎えた
ため、阪神高速道路大和川線事業と大和川沿川整備事業の
残事業を統合して、大和川線周辺整備事業として要求する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・道路計画課

77,063

令和2年度予算額

－

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

－

合計 － 77,063

関連事業：

その他　特記事項

－

常磐黒土線歩道改良工事
防災関連施設復旧工事

スケジュール（経過及び今後展開）

府道大阪高石線（新）歩道改良工事

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

高規格堤防事業（国土交通省施工）

府道大阪高石線（新）歩道改
良工事
防災関連施設復旧工事

　R３　～　R４ 78,000
債務負担行為

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

国道26号で実施する事業の
負担金

　R　～　R

合計 315,000 404,000

関連事業：

その他　特記事項

国道26号で実施する事業の
負担金

国道26号で実施する事業
の負担金

スケジュール（経過及び今後展開）

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・道路整備課

404,000

令和2年度予算額

408,500

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

315,000
事業名 直轄国道負担金

国道26号に係る国直轄事業負担金

事業

概要

国が管理している直轄国道（国道26号）において国が実施す
る公共事業の一定割合を堺市が負担するもの。

地方財政法第17条の2の規定に基づき、国直轄国道（国道26
号）で実施する事業について、負担金を支出する。

（主要事業）
住吉橋架替事業
電線共同溝事業
交通安全事業（Ⅱ種）

国が直轄で行う事業について、応分の負担を行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

315,000 404,000

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　

36



 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：橋りょう耐震強化事業
関連計画：堺市公共施設等総合管理計画

堺市国土強靭化地域計画

債務負担行為
要求額（千円）

大阪市負担金等

橋りょう補修設計等

橋りょう定期点検

860,600

352,000

　鉄道委託 1橋

　補修設計17橋、撤去設計2橋

　165橋122,000

1,200,000

216,371

4,000

0

事業名 橋りょう長寿命化修繕

橋りょう補修工事

委託工事

事業

概要

　本事業は、「堺市橋梁長寿命化修繕計画」に基づき予防保
全型の維持管理を計画的に進めることで、橋りょうの安全性
を確保し道路交通ネットワーク機能を良好な状態で維持する
とともに、将来にわたる維持管理費の縮減及び平準化を行う
ことを目的とする。

　本事業は、本市で管理する749橋（令和2年4月現在、横断
歩道橋71橋含む）に対し、法令に基づき5年に1回の定期点
検を行うことで損傷を早期に発見し、損傷が進行する前に計
画的に補修する予防保全型の考えを取り入れた「堺市橋梁
長寿命化修繕計画」に基づき事業を推進する。

◇長寿命化修繕計画に基づき、道路橋（人道橋含む）21橋、
横断歩道橋6橋の補修工事を実施する。
◇上記の橋りょうの内、道路橋（人道橋含む）5橋について
は、債務負担行為を設定し工事を実施する。
◇老朽化し、利用の少ない三国ヶ丘歩道橋と黒山歩道橋に
ついて撤去工事を行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

330,000

： 建設局・道路整備課

1,542,371

令和2年度予算額

　R3　～　R4

1,734,367

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

1,592,380

78,000

270,000

31,780

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 1,592,380 1,542,371

その他　特記事項

補修工事　  23橋（R2年度）
補修設計　  30橋（R2年度）
定期点検　 131橋（R2年度）

補修工事　　20橋程度
補修設計　　20橋程度
定期点検 　150橋程度
（4巡目）

スケジュール（経過及び今後展開）

補修工事　  27橋
補修設計　  17橋
定期点検　 165橋

　補修27橋、撤去2橋

基本計画
　施策番号

5-(1) 5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

用地取得等

道路改良設計等

107,500

68,000

76,800

103,000

62,034

3,302

事業名 一般道路新設改良（道路整備課）

道路新設改良工事

その他

事業

概要

　生活道路である市道のうち狭あい部分の拡幅や、隅切り、
離合場所の設置により道路機能の確保及び充実を図り、市
民及び道路利用者の利便性、快適性及び安全性の向上を図
ることを目的としている。

  生活道路である市道は、市民が生活する上で一番身近に
関わる道路であるが、狭あい部分があるために緊急車両の
通行や、離合できないなどの課題を抱えており、交通環境を
改善することが必要である。
　これらの課題への取組みとして、道路の現状について調
査、対策検討を行い、効果的かつ効率的な事業を実施する。
その際、関係機関や地元との調整は不可欠となる。
　○調査（地質調査　など）
　○設計（予備設計、詳細設計　など）
　○用地取得（土地調査、鑑定、分筆登記　など）
　○工事（交差点改良、拡幅　など）

  継続的に事業用地の確保に努め、工事の進捗を図る。
　令和3年度は工事4路線の実施を計画するとともに、その後
の工事を見据え、設計業務及び事業用地の確保が必要とな
る路線について優先的に予算要求を行っている。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・道路整備課

245,136

令和2年度予算額

52,619

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

199,544

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

18,000

20,000

4,044

合計 199,544 245,136

関連事業：

その他　特記事項

事業路線
（継続）11路線

事業路線
（継続）11路線
（新規）　3路線

スケジュール（経過及び今後展開）

事業路線
（継続）11路線
（新規）3路線

　R3　～　R4

道路新設改良、拡幅等
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連計画：堺市国土強靭化地域計画、堺市橋梁長寿命化修繕計画

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

委託（工事）

　　　（設計業務）

622,000

307,000 第二今池橋

臨海歩道橋ほか10橋183,000

550,000

165,000

102,000

事業名 橋りょう耐震強化

工事

工事監理業務

事業

概要

　本事業は、東日本大震災等を教訓とし、今後、想定される
南海トラフ巨大地震や上町断層帯地震などの大規模災害時
に備え、救急救命活動や救援物資の輸送、復旧支援活動を
支えるために緊急交通路などに関する重要橋りょうの耐震化
を行うものである。また、緊急交通路を補完する道路などに
関する橋りょう（緊急交通路を跨ぐ横断歩道橋を含む）につい
ても耐震化を行い、災害に強いまちづくりを推進する。

　今後、本市において想定される南海トラフ巨大地震や上町
断層帯地震などの大規模地震時に備え、以下の橋りょうにつ
いて耐震化を推進する。
○重要橋りょう150橋の耐震化（令和2年度に工事発注済）
〇緊急交通路を補完する道路に関する橋りょう24橋の耐震
化
○緊急交通路を跨ぐ横断歩道橋36橋の耐震化

　重要橋りょう150橋の耐震工事とともに、緊急交通路を補完
する道路などに関する橋りょう（緊急交通路等を跨ぐ横断歩
道橋を含む）についても耐震設計及び工事を推進する。引き
続き、国庫補助金を最大限に活用して、橋りょうの耐震強化
を推進する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・道路整備課

1,000,000

令和2年度予算額

1,740,156

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

1,200,000

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

224,000

188,000

83,000

合計 1,200,000 1,000,000

関連事業：橋りょう長寿命化修繕事業

その他　特記事項

重要橋りょうの整備率
　98％（147橋/150橋）

重要橋りょうの整備率
　100％（150橋/150橋）
歩道橋・補完道路関連橋
　工事、設計とも10橋程度

スケジュール（経過及び今後展開）

重要橋りょうの整備率
　99％（149橋/150橋）
歩道橋・補完道路関連橋
　工事11橋、設計11橋

　R3　～　R4

上神谷高架橋ほか9橋
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

予備設計

　R　～　R

合計 6,000 15,000

関連事業：

その他　特記事項

堺市無電柱化推進計画策定
埋設物等調査

詳細設計

スケジュール（経過及び今後展開）

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・道路整備課

15,000

令和2年度予算額

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

6,000
事業名 無電柱化推進事業（道路整備課）

埋設物等調査

事業

概要

令和2年8月に策定した堺市無電柱化推進計画に基づき、
「防災」、「安全」、「景観」のうち「防災」を主として無電柱化を
総合的、計画的かつ迅速に推進する。

平成２８年１２月に施行された「無電柱化の推進に関する法
律」に基づき、平成３０年に国が「無電柱化推進計画」を策定
し、大阪府も「大阪府無電柱化推進計画」を策定した。
　堺市においても、令和２年8月策定の堺市無電柱化推進計
画に基づき、広域緊急交通路である府道大阪和泉泉南線の
無電柱化事業を推進する。

令和2年度に実施した電線管理者及びその他関係機関の埋
設物調査結果をもとに、配線計画図を作成するために必要な
予備設計の予算を要求する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

予備設計

6,000

L=3.7km W=3.6m15,000

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　

整備工事等 　府道泉大津美原線(現）
(平井）、鳳西鳳南1号
用地取得等 石津上線、黒山幹線
詳細設計等 　中百舌鳥2号踏切

　R3～　R4

工事費、負担金、委託工事

合計 60,105 91,535

関連事業：

その他　特記事項

整備工事等
用地取得等 石津上線
詳細設計等

整備工事等 石津上線
用地取得等 毛穴堀上線
詳細設計等 中百舌鳥2号踏
切

スケジュール（経過及び今後展開）

31,035

170

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

12,000

： 建設局・道路整備課

91,535

令和2年度予算額

41,953

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

60,105
事業名 交通安全施設設置（道路整備課）

整備工事等

その他

事業

概要

交通事故が多発している道路、通学路、踏切など特に交通
安全を確保する必要のある道路について、歩道設置や踏切
改良等の交通安全施設整備事業を実施することにより、これ
らの道路等における交通環境の改善を行い、交通事故防止
を図り、合わせて交通の円滑化に資することを目的とする。

①歩道設置事業：通学路や交通量の多い路線において歩行
者等を自動車から分離し、歩行者等の通行の安全性を向上
させ、安全・安心のまちづくりをすすめる。
②踏切改良事業：堺市内において１８箇所の緊急対策踏切
があり、歩行者などの安全・安心を確保するため、速効対策
として路面標示やカラー舗装等による安全対策を実施した。
その他の踏切道の改良については、交通状況や周辺道路状
況等を確認し、鉄道事業者等と協議・調整を進めながら対策
を検討していく。

毛穴堀上線、府道泉大津美原線(現）(平井）については通学
路であるため、学童等を自動車から分離し、学童等の通行の
安全性を確保するため歩道設置・道路拡幅事業について予
算要望を行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

用地取得等

詳細設計等

13,000

15,900 用地費、補償費

委託料(委託工事を除く)23,210

27,000

41,200

125
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 令和３年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　

・鉄道仮線工事
・高架構造物工事
・占用物件移設工事
・用地買収　など

　R3　～　R9

関連道路等調査設計業務、用地測量等業務

手数料・土地借上料等

50,000

14,614

50,000

65,956

国負担：25,000千円、堺市負担：25,000千円

合計 2,164,554 1,870,928

関連事業：

その他　特記事項

H17年度　都市計画決定
H18年度  事業認可取得
H19年度　用地買収着手
H25年度　基本協定締結
H26年度　鉄道工事本格着手

・鉄道仮線工事の推進
・高架工事の推進
・用地買収　など

スケジュール（経過及び今後展開）

988,500

65,000

758,946

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

1,000

： 建設局・連続立体推進課

1,870,928

令和2年度予算額

2,108,774

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

2,164,554
事業名 南海本線連続立体交差事業

南海本線連続立体交差事業及び関連事業委託料

工事請負費等

事業

概要

　鉄道の高架化により７箇所の踏切を除却し、合わせて側
道、駅前線を整備することにより、安全で円滑な交通の確
保、一体的なまちづくりの実現及び良好な生活環境を確保
する。

[連続立体交差事業]
　・南海本線の石津川～高石市境界付近の連続立体交差化（約2.7km）
　・踏切7箇所（うち歩行者ボトルネック踏切1箇所）の除却
　・全体事業費：約423億円（高架施設・側道整備費含む）
　・関連側道：約2.9km（東側：約1.1km、西側：約1.8km）
　・連続立体交差化される駅：諏訪ノ森駅、浜寺公園駅
[駅前線整備事業]
　・浜寺公園駅前線（延長69m、幅員20m、駅前交通広場3,700㎡）
　・諏訪ノ森駅前線（延長90m、幅員18m、駅前交通広場1,300㎡）
[浜寺公園駅及び諏訪ノ森駅駅舎保存活用事業]
 工事に支障となる浜寺公園駅及び諏訪ノ森西駅舎は、それぞれ明治40年、
大正8年に建築された歴史的建造物であることから、次世代へ文化財的価
値が継承できるよう市民と協働し保存活用を行う。

　一部区間の高架工事を進めるとともに、仮線工事につい
て、事業区間全体で進めていく。あわせて、下水や大阪ガス
など占用物件の移設を進めるとともに、付替側道の整備、残
事業用地の取得等も行う。

連続立体交差事業無利子貸付金

その他

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

負担金・補助及び交付金

公有財産購入費（用地特会繰入）

補償・補塡及び賠償金

18,200

217,952

付替側道整備、事業用地基礎撤去等

鉄道仮線工事、高架構造物工事等

買収予定面積 5.5㎡

占用物件等移設580,250

21,300

38,476

83,850

1,082,438
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

基本計画 　施策番号
5-(2) ・ ・ 　 ・ 　

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

要求額（千円）

事業名 南海高野線連続立体交差事業 事業費（千円）

委託料

事業

概要

　 道路と鉄道との交差部である踏切では慢性的な渋滞が発生して
いることから連続立体交差化を行い、踏切に起因する交通渋滞の
抜本的解消をめざす。堺東地区は、都市再生緊急整備地域（堺東
駅西地域）に位置し、連続立体交差事業を推進させることにより、市
の顔となる中心市街地の活性化や市全域の発展に寄与する。ま
た、浅香山地区は連続立体交差事業とあわせて、駅前交通広場な
どの都市基盤整備を進めることにより、地域の発展に寄与する。

・南海高野線の浅香山駅～堺東駅付近の連続立体交差化（約3km）
・踏切10箇所(うち自動車ボトルネック踏切１箇所、歩行者ボトルネッ
 ク踏切１箇所)の除却
・概算事業費：約565億円
・連続立体交差化される駅：浅香山駅、堺東駅
※自動車ボトルネック踏切：
　　一日の踏切自動車交通遮断量が5万以上の踏切
※歩行者ボトルネック踏切：
　　一日の踏切自動車交通遮断量と踏切歩行者等交通遮断量
　　の和が5万以上かつ一日あたりの踏切歩行者等交通遮断量
　　が2万以上になる踏切

　 令和３年度中の都市計画事業認可取得を目標とし、鉄道
施設基本設計や構造検討、関連都市計画道路の予備設計
を進めるとともに事業認可に係る図書の作成や都市計画の
手続きを行う。

主な要求内容
項目

債務負担行為

： 建設局・連続立体推進課

93,847

令和2年度予算額

318,808

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

93,830 92,500

旅費等

94,878

関連都市計画道路の予備設計、
事業認可図書作成　等

1,347

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

5,000

期間

その他 1,048

合計 94,878 93,847

関連事業：

その他　特記事項

新規着工準備採択
断層を考慮した構造検討
検討委員会開催(構造形式)
環境影響評価の手続きに着手
都市計画の手続き

用地取得業務
　　　　　　　　など

スケジュール（経過及び今後展開）

・都市計画の手続き
・国との詳細設計協議
・事業認可の手続き
・鉄道施設基本設計　　 など

　R3　～　R4

鉄道施設基本設計、
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(3) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

0 0

事業名 堺市緑の基本計画改定事業

設計等委託料

事業

概要

　本業務は、「都市緑地法」及び「堺市緑の保全と創出に関す
る条例」に基づく「緑の基本計画」を推進することによって、本
市における緑の保全と創出について、市・市民・事業者がそ
れぞれの責任と役割を明確にしながら、総合的かつ計画的
に施策や事業を推進することを目的とする。本事業により、緑
豊かで潤いのある良好な都市環境の形成を図り、現在及び
将来の市民の健康で快適な生活の確保に寄与する。

〇堺市緑の基本計画改定支援業務
・条件整理（衛星画像を用いた緑被変化箇所の抽出、自然的
条件の整理、上位計画・関連計画の把握）
・現計画の進捗の把握と分析、緑の課題の整理
・緑の将来像と目標、基本方針の検討
・緑地の保全及び緑化の推進のための施策の検討
・各種会議の運営補助　　　等

　現計画の目標年度が令和3年度であるが、次期堺市基本
計画や次期SDGs未来都市計画などの上位計画等との整合
を慎重に図りながら、令和4年度に策定する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・公園監理課

0

令和2年度予算額

0

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

0

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

11,000

合計 0 0

関連事業：緑の政策審議会

その他　特記事項

緑の基本計画
前期実施計画（H24～H29）
後期実施計画（H29～H33）

R4　緑の政策審議会（答申）
      パブリックコメント
R5.4月～運用開始

スケジュール（経過及び今後展開）

4月～　改定作業
6月 緑の政策審議会（諮問）

　R3　～　R4

条件整理、課題整理、施策検討
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　

R3～R4

150,301

47,625

0

7,200

16,000

項目

債務負担行為

選定委員会開催支援業務等

139,301 愛護会運営一式、資材購入費等

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

28,590

7,200 選定委員会開催支援業務等

合計 234,432 276,268

関連事業：公園施設管理事業

その他　特記事項

・都市公園管理運営民間事
業者公募準備業務

・都市公園管理運営民間
事業者公募準備業務
・民間事業者の公園施設
整備

スケジュール（経過及び今後展開）

・都市公園管理運営民間事
業者公募準備業務
・民間事業者の公園施設整
備

期間

： 建設局・公園監理課

276,268

令和2年度予算額

296,062

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

234,432

要求額（千円）

事業名 公園施設管理事業（公民連携）

事業者選定支援業務

原池公園指定管理費

事業

概要

各公園の特性に応じた管理運営手法を検討し、より質の高い
公園サービスを公園利用者に提供し、公園の活性化を図る。

①公園施設管理事業（公民連携）に係る選定委員会の開催
支援、基本協定締結の支援、令和4年度以降に公募予定の
都市公園での公募に必要な準備補助等支援業務　等
②金岡公園再整備に係る検討業務、実施支援業務
③原山、原池公園の指定管理料等
④公園愛護会関連事業

原池公園について、Ｐ－ＰＦＩ制度（公募設置管理制度）を活
用し、令和３年度中のオープンに向けて事業を推進していく。

公園愛護会関連事業

事業費（千円）

主な要求内容

金岡公園再整備検討業務

公園施設整備負担金

原山公園指定管理費

4,306

25,000

指定管理業務委託料等

公園施設整備のための負担金等

指定管理業務委託料等61,886

14,291

25,000
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

事業費（千円）

債務負担行為

令和元年度決算額

消耗品費、印刷製本費等
アスベスト調査委託費 6,000 34,000 業務費等

事業名 公園施設管理事業

： 建設局・公園監理課

令和2年度予算額

局・課名

令和3年度要求額

1,412,152

電気代、水道代、ガス代等

プール、鳳公園、ふれあいの森等

要求額（千円）

1,431,673

216,440

1,553,216

施設等維持管理費

主な要求内容

事業

概要

　都市環境の良好な景観の形成に寄与し、既存の施設や樹
木等については適切かつ効率的な維持管理・保全を行う。

安全で安心して利用できる空間の確保を行う。

・安全で安らぎある空間の確保
　樹木剪定、除草、薬剤散布、トイレ清掃、主要公園の警備、
破損施設（遊具等）の修理等

・予算縮減を図りつつ、可能な限り効率的な維持管理を実
施。
・アスベスト含有建材の使用箇所の調査及び分析調査の実
施。

施設修繕費

その他

光熱水費等

指定管理者委託費

公園施設管理事業(公民連携)

期間

（単位：千円）
項目

43,240 遊具、ベンチ、照明灯修繕等

95,638 99,662

1,036,283 1,004,814

2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

合計 1,412,152 1,431,673

その他　特記事項

・樹木等の適切な維持管理
・指定管理者制度による管理
運営等

・樹木等の適切な維持管理
・指定管理者制度による管理
運営等

55,360

214,163

・樹木等の適切な維持管
理
・指定管理者制度による
管理運営等

備品、施設賠償責任保険料、負担金等3,155

樹木剪定、除草等

スケジュール（経過及び今後展開）

2,155

直接管理費 12,396 20,519

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

1-(1) 　 　

設計、工事等

樹木管理、除草、施設修繕等

日本庭園指定管理業務

9,306

91,415

52,125

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

102,085

52,179

看板設置等

0

0

30,981

花ボラ圃場跡地再整備工事

合計 214,738 343,413

設計、工事等

0

11,944

関連事業：大仙公園整備事業

その他　特記事項

放送設備・照明等改修工事

平和塔周辺広場改修工事

日本庭園園路改修工事

総合案内板等リニューアル業務

大芝生広場便所新築工事設計業務

照明灯更新工事

日本庭園循環設備更新工事

日本庭園沪過設備更新工事

七観音古墳広場改修工事

その他直接管理費等 4,767

0

1,999

スケジュール（経過及び今後展開）

維持補修用品、材料等

照明灯更新工事

総合案内看板等ﾘﾆｭｰｱﾙ業務

大芝生広場便所新築工事

日本庭園池泉堆積土砂撤去工事

日本庭園循環設備更新設計

大仙公園花のボランティア圃場跡地再整備工事

： 建設局・公園監理課

343,413

令和2年度予算額

262,989

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

214,738
事業名 大仙公園魅力向上事業

大仙公園大芝生広場便所新築工事

日本庭園循環設備更新工事実施設計事業

概要

　百舌鳥古墳群の世界文化遺産登録を受け、堺市民だけで
なく国内外、老若男女を問わず多くの方が大仙公園に来園さ
れる。そのために、歴史的風土にふさわしい魅力ある景観を
向上させ、安全・安心・快適な公園環境を提供することを目的
とする。

　世界文化遺産となった百舌鳥古墳群の拠点及び市のシンボルパークとして
の大仙公園の魅力向上と、安全で快適な空間の提供を行う。
①大仙公園内の維持管理業務等による景観の維持、改善
　・除草、樹木の剪定業務による景観の維持管理
②施設改修・修繕等による景観の改善と安全確保、快適性の向上
　・大芝生広場便所新築に向けての設計及び工事
　・照明灯更新工事
　・総合案内板等のリニューアル
　・花のボランティア活動圃場跡地の再整備設計及び工事
③日本庭園内の老朽化した施設の改修等
　・池泉の堆積土砂撤去設計及び工事
　・循環設備更新設計

　世界文化遺産登録を受け、百舌鳥古墳群の拠点や市のシンボルパークに
ふさわしく、大仙公園の観光地化や市の知名度アップに寄与するために高密
度管理を行う。
　・大芝生広場便所新築の設計及び工事を行う。
　・日本庭園内の池泉の堆積土砂撤去や循環設備更新の設計を行う。
　・園内の照明灯等の電気設備の更新を行う。
　・総合案内看板等のリニューアルを行う。
　・花のボランティア活動圃場跡地の再整備を行う。

大仙公園総合案内板等リニューアル業務

指定管理者委託費

施設等維持管理費

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

大仙公園電気設備等更新工事

日本庭園園路改修工事

日本庭園池泉堆積土砂撤去工事

7,544

19,950

設計等

工事等

工事等

工事等38,025

94,755

0

1,000

40,076
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

長寿命化計画に基づく設計業務、改修・更新工事

防災整備費等

公園施設個別施設計画の作成

180,257

998

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

使用料等

設計、工事等

消耗品、備品

個別施設計画作成業務等0

186,545

1,758

587

523,000

25,000

事業名 公園施設長寿命化等事業

既設公園改修工事等

その他

事業

概要

高齢化を迎える公園施設に対して、従来の維持管理と並行
して、アセットマネジメント手法を取り入れた堺市公園施設長
寿命化計画に基づき、効率的・効果的に公園施設を維持管
理していくことで、公園利用者の安全・安心を確保する。ま
た、公園施設の機能を十分発揮できるよう、劣化損傷した施
設を改修することにより、耐力の復元、機能の回復、美観の
向上、良好な生活環境を確保する。

・遊戯施設の健全度調査を実施し、健全度調査結果を堺市
公園施設長寿命化計画に反映する。
・アセットマネジメント手法を取り入れた堺市公園施設長寿命
化計画に基づき、計画的に公園施設を改修・更新する。ま
た、改修・更新費には、国の交付金と交付税措置のある起債
を活用する。
・上記目的を達成するため、再整備のための設計及び工事
の実施や公園施設の改修工事等を行う。

遊具安全指針を踏まえ、危険度の高い複合遊具や老朽化し
たエントランス橋の更新、既設公園の再整備を行う。

複合遊具更新費

遊戯施設の健全度調査

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・公園監理課

744,390

令和2年度予算額

308,807

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

655,003

6,000

506

607,999

合計 823,260 744,390

関連事業：

その他　特記事項

・遊戯施設の健全度調査の実施及び長寿
命化計画の更新
・長寿命化計画に基づく公園施設の維持管
理の実施
・老朽化した施設等の順次改修

・遊戯施設の健全度調査の実施及び長
寿命化計画の更新
・長寿命化計画に基づく公園施設の維
持管理の実施
・老朽化した施設等の順次改修

スケジュール（経過及び今後展開）

・遊戯施設の健全度調査の実施及び長寿
命化計画の更新
・長寿命化計画に基づく公園施設の維持管
理の実施
・老朽化した施設等の順次改修

工事、設計、測量等
健全度調査及び長寿命化計画の更新

7,5007,500

20,000

工事等　

基本計画
　施策番号

5-(2) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(3) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

施設修繕費等

施設改修工事費等

63,658

1,400

運営見直し計画策定業務

修繕費

ブロック塀改修工事等0

60,958

0

0

事業名 都市緑化センター運営事業

施設管理運営費

計画策定業務等

事業

概要

　堺市のシンボルパークである大仙公園内の堺市都市緑化
センターにおいて、市民の緑化意識の向上、植栽知識の普
及啓発を行い都市緑化の推進を図ることを目的として、施設
運営や維持管理を行う。

施設運営事業（指定管理業務）
・子どもからお年寄りまで花と緑を楽しめる展示会
・花から緑まで多種多様の相談を受付ける緑の相談室
・館内周囲プランター、観葉植物等、屋内外花木の維持管理
・子ども達に実際に花や野菜の種まき収穫を楽しんでもらえ
る体験会
・2か月に1回花と緑の情報誌の発行
・施設の点検維持管理
施設改修工事

　堺・世界遺産魅力創造ロードマップを見据え、都市緑化を
推進するための拠点施設として、普及啓発、緑化意識の向
上を図るため庭園の管理、緑化相談、展示会や講習会を効
率よく運営する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・公園監理課

60,958

令和2年度予算額

89,637

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

70,958

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

2,500

3,400

合計 70,958 60,958

その他　特記事項

平成18年度から指定管理非公募（堺市
公園協会）による施設運営　2期6年間。
公募による選定により平成24年度から3
期目、平成29年度から4期目となる。

堺・世界遺産魅力創造ロードマッ
プを見据えた令和6年度からの一
体管理での運営の実現ため管理
手法の見直しに基づく設計業務及
び改修工事を行う。

スケジュール（経過及び今後展開）

指定管理者4期目5年目（最終年
度）

　R　～　R

指定管理者委託(5年目)
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：堺市緑の基本計画改定支援業務

年度ごとの緑の保全と創出に関する
事業報告、緑の基本計画の改定につ
いての審議、堺市都市公園整備プロ
グラムの検討状況報告、大仙公園基
本計画改定の状況報告

　R　～　R

＠10,200×延べ56人(審議会4回）

合計 1,050 978

その他　特記事項

年度ごとの緑の保全と創出に関する
事業報告、大仙公園基本計画の策定
の状況報告、堺市都市公園整備プロ
グラムの検討状況報告

年度ごとの緑の保全と創出に関す
る事業報告、緑の基本計画の改
定についての審議

スケジュール（経過及び今後展開）

222

56

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・公園監理課

978

令和2年度予算額

150

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

1,050
事業名 緑の政策審議会

緑の政策審議会委員報酬

使用料及び賃借料

事業

概要

　緑の政策審議会は、　「緑の保全と創出」を総合的かつ計
画的に推進し、緑豊かでうるおいのある良好な都市環境の形
成を図り、現在及び将来の市民の健康で快適な生活の確保
に寄与することを目的とする。

　「堺市緑の保全と創出に関する条例」に基づき設置された
「堺市緑の政策審議会」において、緑の保全と創出に関する
重要事項について意見を聴くとともに、堺市緑の基本計画に
係る事業等の報告を行うもの。

緑の保全と創出に関する重要事項の審議に係る経費の要求

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

需用費

役務費

572

200

自動車借上料

印刷製本費

筆耕翻訳222

572

128

56

基本計画
　施策番号

5-(3) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

特に保全を優先すべき地区（約160ha）を保全すべく特緑の指定を進める。

○令和4年度以降年間5haを目標に特緑を指定していく。
[令和3年度特別緑地保全地区予定地等用地購入費]

・ 特緑指定地　 ・ 特緑指定予定地　

基本計画
　施策番号

5-(3) 　 　

・緑地保全事業による測量、
用地購入等を継続実施
・プロモーションの継続実施
・保存樹木等の維持管理の
支援

　R3　～　R13

保全奨励金、看板設置、土地調査

測量等、鑑定(時点修正含）、印紙

大阪府立大学共同研究

294

9,000

294

9,010

0

樹木診断等

3,000

合計 16,792 16,122

その他　特記事項

・審議会の答申
・プロモーションに着手
・具体の緑地保全事業に着
手

・緑地保全事業による測
量、用地購入等を継続実
施
・プロモーションの継続実
施
・保存樹木等の維持管理
の支援

スケジュール（経過及び今後展開）

2,000

183

3,800

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

4,000

： 建設局・公園監理課

16,122

令和2年度予算額

3,796

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

16,792
事業名 里山みどりの保全事業

保全緑地維持管理等の支援

敷地外緑地の維持管理

事業

概要

　「堺市緑の保全と創出に関する条例」の基本理念に基づき
将来の世代に貴重な緑が継承されるように市民、事業者との
協働による環境共生のまちづくりを推進するため、クールダ
ムである南部丘陵の緑地の保全に取組むことを目的とする。

南部丘陵の緑地保全施策に係る具体事業を実施する。
○保全緑地維持管理等の支援
保全緑地の指定を進めるとともに、指定した地権者に対して緑地の継続保有
支援を行っていく。（保全協力金、看板設置、土地調査等及び利活用等の促
進））
○南部丘陵緑地保全プロモーション業務
南部丘陵の自然豊かな緑地がもつ価値や魅力を継続的に発信し、保全の必
要性を普及啓発する。また、南部丘陵の里山を再生し、潜在する資源を利
用・活用した保全活動の情報発信を行う。（協働推進、普及啓発）
○敷地外緑地の維持管理
H27年度に協定締結した敷地外緑地に加えて、新たに締結した敷地外緑地
に関して初期整備を行うとともに、継続的な維持管理を行う。（敷地外緑地の
維持管理等、積立金）
○保存樹木支援業務
保存樹木の指定及び保存を目的とした樹木の診断等の支援を行う。
○緑地の確保（特別緑地保全地区買入れ等）
経年により変化した特に保全を有する地区約160haの見直し
特別緑地保全地区指定後の買い入れ請求への対応。(測量費、鑑定費、用
地費、損失補償費）

　「堺市緑の政策審議会」の答申を受け、特に保全を優先する地区
内の緑地を保全するため「特別緑地保全地区」を指定していく際の
土地の買い入れ請求等に対応する。
　また、市民・事業者との協働による南部丘陵における緑地保全を
推進すべく、H27年度に始動した「堺の森再生」プロジェクトを着実に
推進していく。

保存樹木支援業務

南部丘陵保全優先地区見直し共同研究業務

特別緑地保全地区用地買入れ準備

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

緑の保全基金積立金

利活用等の促進
南部丘陵緑地保全プロモーション業務等

1,355

150

維持管理費

緑保全基金への積立金

原材料費、消耗品費

プロモーションの実施等普及啓発2,000

1,355

290

183

0
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

基本計画
　施策番号

5-(3) 　 　

要求額（千円）

緑化普及啓発事業

市民花壇等管理運営事業

緑化祭運営事業

9,422

37,056

花の名所イベント、平成の森づくり、緑化推進啓発等

公共施設等緑化事業、緑化樹配付事業等

市民協働による花壇管理運営

堺市緑化祭運営2,919

9,534

9,000

2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

事業名 花と緑の育成事業

はなみどり基金事業

その他の緑化推進事業

事業

概要

（仮称）原池圃場設備購入費
豊田市民緑地予定地フェンス等設置工事

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為　

　堺市の緑の基本計画に基づき、市民協働のもと都市緑化
を普及啓発及び推進することを目的とする。

①はなみどり基金事業
・みどり活動支援事業…地域緑化活動を行う市民団体への園芸資
材等を支援
・花のボランティア活動支援事業…市民団体“花いっぱいゃさかい”
への資材支援等
②市民花壇等管理運営事業…フラワーベース、大仙公園予定地花
壇等、街なかの拠点花壇の維持管理運営
③緑化祭運営事業…緑化推進及び普及啓発・緑の保全に関するイ
ベント
④その他の緑化推進事業･･･花の名所イベント、平成の森づくり事
業、緑化推進啓発事業等
⑤緑化普及啓発事業…公共施設等緑化事業等
⑥（仮称）原池圃場設備購入費…原池圃場の新設に伴う設備等準
備
⑦豊田市民緑地フェンス等設置工事…新たな市民緑地の管理施設
の整備
⑧万博の桜植樹等事業…寄付金による桜の植樹と維持管理

　都市緑化の推進を目的とするソフト事業を実施するにあ
たっては、市民や企業が自らの主体で活動に参画できるよう
な様々な支援・相談を行ってきた経緯があり、令和３年度も引
き続き市民活動の活性化に向け、企業も含めた啓発・支援事
業を進めていく。

： 建設局・公園監理課

113,589

令和2年度予算額

137,652

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

131,255

0

　R　～　R

60,719

5,617

（単位：千円）

都市緑化基金積立金 都市緑化基金への積立金

2,919

73,641

5,917

①～④の花と緑の市民協働事業につ
いて内容変更等の見直しを行ない、
新たな事業展開を考案する。また、地
権者の協力を得て市民緑地の整備を
行う。

0

0

0

2,300

13,300万博の桜植樹等

合計 131,255 113,589

その他　特記事項

Ｈ24年度から①～④について（公財）
堺市公園協会に委託。Ｈ30年度から
は大仙公園予定地花壇管理を開始し
た。

①～④の花と緑の市民協働事業
について内容変更等の見直しを行
ない、新たな事業展開を考案す
る。

スケジュール（経過及び今後展開）

植樹工事費等

みどり活動支援、花のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動支援事業等

管理用フェンス設置

10,000

2,500

はなみどり基金事業
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

令和3年度　浅香山緑道整備工事（第1期）
令和4年度　浅香山緑道整備工事（第2期）

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　

・鳳公園負担金支出
・浅香山緑道整備工事（第1
期）
・菩提公園実施設計

8370 浅香山緑道整備にかかる水道検査手数料等

合計 31,816 213,490

【臨時的経費】

その他　特記事項

・鳳公園負担金支出
・浅香山緑道実施設計
・菩提公園基本設計

・鳳公園負担金支出
・浅香山緑道整備工事（第2
期）
・陶器公園造成工事
・菩提公園整備工事

スケジュール（経過及び今後展開）

2,600
7,653
4,000

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・公園監理課

213,490

令和2年度予算額

7,653

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

31,816
事業名 都市公園整備事業

浅香山緑道 設計委託料等

その他負担金

事業

概要

・防災に資する身近な都市公園として公園整備を推進する。
・都市公園法施行令に定める、都市公園の住民一人当たり
の敷地面積の標準値（10㎡/人）の確保を目指す。
・潤いと安らぎのある安全・安心なまちづくりを推進する。

・浅香山緑道整備工事
　堺市緑の基本計画の「大和川周辺における水と緑を活かした空間
づくり」に基づき、花の名所である浅香山の緑道整備を推進する。花
や緑と触れ合うことのできる空間を増やし、潤いと安らぎのある住み
よい生活環境を創出するとともに、市内のみならず市外からも人が
集まる賑わい空間を創出する。令和3年度の工事では、再整備を行
う土地の基盤整備と、旧浅香山浄水場跡地に植えられている樹齢
約80年を超えるつつじの移植を行う。
・鳳公園の負担金
　鳳公園の用地費を、公園整備を行った都市再生機構に償還する。
・菩提公園整備実施設計
　約600㎡の広場を公園に整備するための実施設計を行う。

　防災に資する身近な都市公園の整備に向け、浅香山緑道
の再整備や、菩提公園の設計に必要な予算を要求する。ま
た、既に整備を行った鳳公園について必要となる用地費の償
還にかかる費用を要求する。

その他

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

菩提公園　設計等委託料

浅香山緑道整備工事費
陶器公園整備 工事請負費等

17,563
0

菩提公園実施設計業務

0

0
200,000 浅香山緑道の第１期整備工事

鳳公園負担金7,653
5,000
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：出島百舌鳥線事業、大仙公園魅力向上事業

基本計画
　施策番号

1-(1) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

設計等委託料

33,163

2,884 上野芝地区第4期実施設計等

16,968

0

事業名 大仙公園整備事業

測量費、鑑定費、フェンス工事費等

事業

概要

　本事業は、大仙公園を本市のシンボルパークとして仁徳天皇陵古
墳及び履中天皇陵古墳などを含めた世界遺産と調和し、史跡・文
化と教養施設を備えた「風格ある総合公園」として整備する。
　また、市民の安らぎやレクリエーションの場、都市周辺の自然環境
を保全する重要な水と緑のオープンスペース、災害時には広域避
難地としての役割を担い、市民の安全を守ることを目的として整備
する。

　事業用地を取得し公園整備を進める。
（都市計画決定面積：81.1ha、事業認可区域面積：51.9ha）
○調査測量
○用地取得

  堺市のシンボルパークとしてふさわしい公園整備を進める
ため、境界確定測量及び物件調査業務などを行う。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・公園監理課

16,968

令和2年度予算額

22,728

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

36,047

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

3,000

合計 36,047 16,968

その他　特記事項

・実施設計（上野芝第2・3期）
・事業認可拡大（百舌鳥夕雲町地区）
・上野芝地区第1、2、3期工事
・百舌鳥夕雲町2丁地区境界確定等
・大仙公園基本計画改定
・実施設計（上野芝第4期）

・百舌鳥夕雲町2丁地区境界
確定等

スケジュール（経過及び今後展開）

・百舌鳥夕雲町2丁地区境界確
定等

　R３　～　R４

用地取得に伴うもの（百舌鳥夕雲町2丁地区）
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

その他

第3期整備事業　公園整備委託料

第3期整備事業に係る弁護士委託料

402,000

350,000

工事、設計等

手数料、印本費等

0

265,800

310,000 第3期整備事業　公園整備工事費等

88,735

64

事業名 原池公園事業

公有財産購入費

原池公園関連工事

事業

概要

   原池公園は、中区に位置する運動公園として都市計画決
定しており、スポーツ・レクリエーション活動の場や健康づくり
の場、災害時には広域避難地としての機能を有する公園とし
て、整備を行うことを目的とする。

　第3期整備事業区域（約10.1ha）について、令和2年春に開
業した野球場の周辺部分の整備を行い、公園全体を完成さ
せる。
（都市計画決定面積：17.5ha、事業認可区域面積：17.5ha）
○用地取得
○設計
○整備工事
※第1期区域（約3.2ha）：原池体育館等（平成19年4月開園）
第2期区域（約4.2ha）：スケボーパーク、バーベキュー広場、
便所等（平成23年12月開園）

　令和3年度の公園全体の完成に向け、公園工事に必要な
予算と都市開発資金等の先行取得用地の買戻しに必要な予
算を要求する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・公園監理課

664,599

令和2年度予算額

2,279,580

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

784,399

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

2,000

25,125

5,274

合計 784,399 664,599

その他　特記事項

第3期　整備計画策定
第3期　用地取得及び基本設計、
実施設計
第3期　公園基盤整備工事
第3期　野球場建設工事

スケジュール（経過及び今後展開）

第3期　公園整備工事
第3期　用地買戻し

※令和3年度で事業完了予定

　R　～　R

用地取得(買戻し)費及び経費等
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

令和3年度　天神公園基盤整備工事
令和4年度　天神公園整備工事

基本計画
　施策番号

5-(1) 　 　

・公園基盤整備工事

　R　～　R

測量費等

合計 20,236 395,255

【臨時的経費】

その他　特記事項

・事業認可区域内用地取得
・費用対効果分析業務
・基本設計業務
・実施設計業務　等

・公園整備工事

スケジュール（経過及び今後展開）

100

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・公園監理課

395,255

令和2年度予算額

13,769

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

20,236
事業名 天神公園事業

設計等委託料

その他

事業

概要

　天神公園は、都市公園の開設面積が少ない東区におい
て、災害時には広域避難地の機能を有する公園として位置
づけられている公園である。
　防災に資する身近な公園、潤いと安らぎのある良好な居住
環境を創出する公園として整備を行うことを目的とする。

　都市計画決定面積約5.71haのうち、事業認可区域面積の
約1.0haについて、公園の整備を行う。
　令和3年度は、敷地造成や基盤整備工事を実施する。
　令和4年度以降で、公園施設の整備を行う。

　都市公園開設面積の区域格差解消に向け、また災害時の
避難地機能を有する公園として、事業認可区域の公園整備
に必要となる基盤整備等を行うための予算を要求する。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

整備工事費

公有財産購入費

20,136

0

工事に伴う申請手数料等

基盤整備工事費等

用地取得(買戻し)費等115,194

1,000

275,000

4,061
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

　 　

その他　特記事項

霊園・霊堂管理運営事業の継続実施
・下水道整備に伴う園内ﾄｲﾚ水洗化
　（12号便所工事）（9号便所設計）
・堺公園墓地のあり方についての検討
等

霊園・霊堂管理運営事業の継続実施
・下水道整備に伴う園内ﾄｲﾚ水洗化
（9号便所工事）
・樹木更新（工事）

合計 230,909 351,806

その他

霊園・霊堂維持管理等委託業務

事業

概要

　ご先祖を祭祀するための施設として良好な維持管理を行
い、市民に安心感と心やすらぐ憩いの場を提供することを目
的とする。
　(霊園　15,336区画、霊堂 2,663基)

① 各種事務手続・・・使用許可・返還・納骨・承継・
　　　　　　　　　　　　　住所変更等

② 維持管理・・・施設の補修、植栽の剪定・除草等

③ その他・・・施設の利便性及び安全性の向上を図るため、
　　　　　　　　 園内各施設の改良及び改修

下水道整備が完了し順次改修を進めている園内トイレの水
洗化及び一部バリアフリー化を引き続き実施する。併せて、
老朽化設備の改修を実施し、多様化する墓地ニーズに対す
る検討を行う。

霊園・霊堂管理運営事業の継続実施
・下水道整備に伴う園内ﾄｲﾚ水洗化（9号
便所工事）
・樹木更新（設計）
・堺公園墓地のあり方についての検討等

光熱水費、事務経費 等

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

霊園来園者施設ほか新築工事、電気
ケーブル改修工事等

　R３　～　R４

36,471

351,806

35,821

主な要求内容 （単位：千円）
項目 2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

31,000

230,909

施設維持管理(剪定、除草等)、施設保
守点検、堺公園墓地のあり方について
の検討等

施設補修、整備工事費等

令和3年度要求額令和元年度決算額

139,558 129,835

55,530 185,500

事業名 霊園・霊堂維持管理事業

： 建設局・公園監理課局・課名基本計画
　施策番号

　

事業費（千円）

期間

令和2年度予算額

191,574

債務負担行為
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

自転車まちづくり企画運営事業
コミュニティサイクル事業
自転車通行環境整備事業

基本計画
　施策番号

1-(6) 5-(2) 　 　

要求額（千円）

その他（報償費、旅費、消耗品費等）

「交通事故をなくす運動」堺市推進協議会負担金

12,825

8,740

委員報酬・印刷製本費
会計年度非常勤職員報酬費、旅費、交通安全教室用消耗品費等

負担金
堺市違法駐車等防止活動業務等委託料4,800

12,593

8,147

205（仮称）第11次堺市交通安全計画策定経費

事業名 交通安全教育及び普及・啓発

交通安全教育担当非常勤職員人件費等

堺市違法駐車等防止活動業務等委託料

事業

概要

警察、交通安全関係機関、諸団体と連携し、市民一人ひとり
に交通ルールの遵守と交通マナーを習慣付け、道路交通の
安全を確保すること。

・子どもへの交通安全教室の実施
学校園での交通安全教室の実施を警察ＯＢ非常勤職員が実施することで、
交通安全教育のスキル向上と警察との連携を一層深める。
・「交通事故をなくす運動」堺市推進協議会の運営
警察や関係機関と連携し、各季交通安全運動をはじめ市民へ周知を行う。ま
た、地域や事業所において、交通安全指導等の中心となっていただく交通指
導員の育成を行う。
・堺市違法駐車等防止活動業務の実施
堺東駅周辺の堺市違法駐車等防止重点地域で、防止活動員の助言・啓発活
動により、違法駐車を防止し道路の安全確保に努める。
・（仮称）第11次堺市交通安全計画策定の検討
堺市における交通安全計画を策定し、市内の交通事故減少に努める。

「交通事故をなくす運動」堺市推進協議会の事業を見直し、
効率的な交通安全普及啓発を図る。

事業費（千円）

主な要求内容

期間
債務負担行為

： 建設局・自転車企画推進課

28,202

令和2年度予算額

29,234

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

28,426

合計 28,426 28,202

関連事業：

その他　特記事項

平成28年度に策定した第10
次堺市交通安全計画数値目
標達成に向けた取組の推進

（仮称）第11次堺市交通安
全計画に基づき、数値目
標等達成に向けた取組の
推進

スケジュール（経過及び今後展開）

交通安全教育担当職員報酬等

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

2,457

（仮称）第11次堺市交通安全
計画策定の検討

　R　～　R

4,324

0

2,537

項目
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

自転車まちづくり企画運営事業
交通安全教育及び普及・啓発
自転車通行環境整備事業

基本計画
　施策番号

1-(6) 　 　

・ﾎﾟｰﾄの管理運営
・共用自転車の管理
・シェアサイクルへの移行に向け、
ポートの縮小や自転車台数の削減等
を検討実施。

　R　～　R

駅前ﾎﾟｰﾄの管理運営、ﾎﾟｰﾄ全体の統括監視、巡回等

サイクルポート撤去工事

施設賠償保険、動産保険、店舗保険

50

1,500

2,124

0

420

2,313その他

合計 73,696 64,101

関連事業：

その他　特記事項

・ﾎﾟｰﾄの管理運営
・共用自転車の管理
・シェアサイクルの実証実験開始に伴
うコミュニティサイクルの運用方針の検
討

コミュニティサイクルからシェアサイ
クルへ移行予定（ただし、シェアサ
イクルの本格実施が前提）

スケジュール（経過及び今後展開）

印刷製本費、備品購入費

365

100

851

210

600

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

： 建設局・自転車企画推進課

64,101

令和2年度予算額

74,114

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

73,696
事業名 コミュニティサイクル事業

サイクルポート管理運営委託

その他（ｻｲｸﾙﾎﾟｰﾄ管理運営関係）

事業

概要

本市の地場産業である自転車を活かした交通システムを整備するこ
とで、自動車利用中心から自転車や公共交通機関の利用を中心とし
た都市構造への変革（モビリティ・イノベーション）を進め、快適な暮ら
しとまちのにぎわいが持続する低炭素都市「クールシティ・堺」の実
現に寄与することを目的とする。

○さかいコミュニティサイクルの管理運営
　・駅前サイクルポートとまちなかサイクルポートの管理運営
　・コミュニティサイクルシステム
○共用自転車の管理
　安全安心な共用自転車を提供するために、日々整備点検し、必要
なものについては順次修繕等を行う。
○サイクルポートの廃止

○引続きコミュニティサイクルの管理運営を行いながらシェアサイク
ルへの移行に向け、無人サイクルポートの縮小や自転車台数の削
減を検討実施。

消耗品費

保険料

工事請負費

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間
債務負担行為

要求額（千円）

自転車等修繕

システム運用保守委託

システム通信料等

54,388

12,790

電気代、負担金

自転車、施設の修繕

ｺﾐｭﾆﾃｨｻｲｸﾙｼｽﾃﾑの運用保守

ｼｽﾃﾑ通信料、電話代815

51,083

9,700

188

300
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

コミュニティサイクル事業
交通安全教育及び普及・啓発
自転車通行環境整備事業

基本計画
　施策番号

1-(6) 　 　

債務負担行為
要求額（千円）

その他

基金積立金

4,700

310 需用費、通信運搬費等

37

4,500

383

事業名 自転車まちづくり企画運営事業

企画運営委員会負担金

事業

概要

市民が自転車を大切に扱い、市民・事業者・行政が協働して、交通
ルールの遵守・マナーの向上を図るとともに、安全で安心して、そし
て楽しく利用することができる自転車のまちづくりを進める。

〇堺自転車環境共生まちづくり企画運営委員会事業
　自転車のルール遵守・マナー向上の啓発を行う「堺 自転車のまち
づくり・市民の会」と協働で自転車安全利用の啓発及び計画・条例の
進捗管理や施策の情報共有、意見の聴取などを行う企画運営委員
会の効果的な運営。また、事業所内において自転車の安全利用と利
用促進に主体的に取り組む「さかい自転車リーダー」の養成の実施
〇堺市自転車利用環境計画＜追補版＞の推進及び進捗管理
　自転車通勤の促進及びシェアサイクル事業の取組や進捗管理
〇条例の周知啓発
　ヘルメットや自転車保険の重要性を訴える施策を行う。

○自転車通勤の促進や観光での自転車利用を促進
〇引き続き「市民の会」との協働による自転車の安全利用啓発や利
用促進を行う。自転車リーダー養成事業を推進し、人材の育成を行
う。
○企画運営事業の既存事業に対する効果検証等を実施
〇「自転車のまち・堺」をPRするため、自転車施策の効果的な推進を
図る。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・自転車企画推進課

4,920

令和2年度予算額

4,989

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

5,210

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

200

合計 5,210 4,920

関連事業：

その他　特記事項

・自転車安全利用の啓発
・自転車リーダー養成講座
・企画運営事業の今後の方向性
検討

・自転車安全利用の啓発
・自転車リーダー養成講座
・企画運営事業の報告書作成

スケジュール（経過及び今後展開）

・自転車安全利用の啓発
・自転車リーダー養成講座
・企画運営事業の既存事業の整
理

　R　～　R

市民の会活動支援、リーダー養成事業
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

自転車通行環境整備実施設計

その他経費等

69,000

28,082

自転車通行環境計画

詳細設計　L=12.6km、監理委託、交通量調査

消耗品等1,515

98,000

19,483

12,000

事業名 自転車通行環境整備事業

自転車通行環境整備工事

次期自転車通行環境計画検討業務

事業

概要

環境負荷の少ない都市交通の重要な手段である自転車の通
行空間の連続性を確保したネットワークを形成することで、自
転車による回遊性や快適性を高める。
　また、歩行者の安全を第一とし、自転車利用者の安全にも
配慮した自転車通行空間を確保することにより、自転車関連
事故の減少に繋げる。

1. 自転車道や自転車レーンを中心とした自転車通行環境の
整備工事を行う。（整備予定延長L=4.4km）
2. 自転車のネットワーク形成における個別路線の整備方法や
詳細な構造の検討を行う。
3. 自転車安全利用の啓発活動を実施し、歩行者と自転車利
用者に通行位置の誘導やルールの遵守、マナーの向上を啓
発する。

堺市自転車ネットワーク整備アクションプラン５０ｋｍ（令和元
年８月改定）に基づき、自転車道や自転車レーンに重点をお
いた自転車通行環境の整備を推進していくことにより、自転車
ネットワークの形成を図る。また2025年大阪・関西万博の開催
に向けて周辺府市と連携しインバウンド等の来訪者を堺に呼
び込む為の自転車通行環境計画（案）を策定する

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・自転車環境整備課

130,998

令和2年度予算額

284,988

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

100,402

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

3,320

合計 100,402 130,998

関連事業：大和川沿川整備事業

その他　特記事項

自転車通行環境整備工事
R2予定  3.75km

自転車通行環境整備工事
R4  約6km/年
H27～R4  約50ｋｍ

スケジュール（経過及び今後展開）

自転車通行環境整備工事
R3予定 4.4 km

　　～

自転車レーン等整備工事　L=4.4km

基本計画
　施策番号

1-(6) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

使用料及び賃借料

事務費

137,138

12,189 土地・建物・領収書発行器等借上料

会計年度職員報酬・施設修繕料・光熱水費等10,163

127,519

12,189

事業名 放置自転車撤去保管業務

委託料

事業

概要

　駅周辺での自転車等の駐車秩序を確立することにより、良
好な都市環境と交通の円滑化を図り、安全で快適な生活環境
を実現する。

堺市自転車等の放置防止に関する条例に基づき、放置禁止
区域内における自転車・原動機付自転車利用者に対する啓
発や自転車等駐車場への誘導を行うとともに、放置された自
転車等の撤去・運搬、保管・返還業務を行う。

　従来から取り組んでいる放置自転車等撤去業務を見直し、各駅周
辺の放置自転車等の状況に応じた形で市内27駅を巡回する。放置
自転車対策業務、撤去自転車等保管返還業務（主要駅において、放
置禁止区域内での放置防止や駐輪場利用の啓発等）を引き続き継
続実施。
　また、堺東商店街内において、放置防止啓発等を強化していく。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

関連事業：有料自転車等駐車場管理運営業務

期間

： 建設局・自転車対策事務所

149,871

令和2年度予算額

147,521

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

154,068

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

4,741

合計 154,068 149,871

関連事業：

その他　特記事項

放置防止啓発業務や撤去業
務の実施により、放置自転車
等の減少に努めた。

放置防止啓発業務や撤去
業務の継続実施

スケジュール（経過及び今後展開）

放置防止啓発業務や撤去業
務の継続実施

　R　～　R

放置自転車撤去運搬・保管返還等委託料等

基本計画
　施策番号

1-(6) 　 　
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 令和3年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～2年度）】 【3年度】 【今後予定（4年度～）】

【今年度要求のポイント】

債務負担行為
要求額（千円）

負担金、補助金及び交付金

委託料

使用料及び賃借料

4,237

7,864

堺東駅南側駐輪場整備工事 他

駐輪場運営等負担金等

除草・剪定等委託料

土地等借上料25,088

2,435

1,375

5,913

1,830

事業名 有料自転車等駐車場管理運営業務

修繕料

工事請負費

事業

概要

　堺市自転車等の放置防止に関する条例に基づき、駅周辺
における自転車等の駐車秩序を確立することにより、良好な
都市環境と交通の円滑化を図り、安全で快適な生活環境を実
現する。

　有料化した駐輪場の管理運営業務
市内22駅　82箇所　収容台数　45,786台
平成23年度より指定管理者制度の導入
指定期間　令和3年4月1日～令和8年3月31日（5年間）

・指定管理者と協力し、駐輪場の利便性向上に取り組む。
・駐輪場が不足している堺東駅南側に既存公共施設を活用し
て駐輪場を整備。

事業費（千円）

主な要求内容
項目

期間

： 建設局・自転車対策事務所

36,641

令和2年度予算額

33,045

局・課名

令和3年度要求額令和元年度決算額

37,048

（単位：千円）
2年度予算 3年度要求額 内容・積算等

24,772

100

75

合計 37,048 36,641

関連事業：放置自転車撤去保管業務

その他　特記事項

・平成23年度から指定管理者
制度導入
・平成28年度から指定管理者
変更

・自転車等駐車場のキャッ
シュレス化など利便性向
上

スケジュール（経過及び今後展開）

・事業の継続実施
・新指定管理者運営開始
・堺東駅南側駐輪場整備

　R　～　R

施設修繕料

基本計画
　施策番号

1-(6) 　 　
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